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橋本進吉の講義「国語法概論」の筆記（２） 
 
鈴 木   泰 
 
【はじめに】 
ここに翻字する「国語法概論」は、金子武雄氏による橋本進吉博士の昭和 7 年度の講義の筆
記である。前号「橋本進吉の講義「国語法概論」の筆記（１）」（専修大学人文科学研究所月報
260 号、2012. 11. 30）の続稿である。本号には、第四章「品詞各論」 第五章「品詞ノ転化」 
第六章「単語ノ構成」 第七章「文節ノ構造」 第八章「文節相互ノ連結」 第九章「文ノ構
成」を翻字する。ノートの「国語法概論其一」の 77－91 ページ、「国語法概論其二」の 1－70
ページである。また、ノートのページの終わりの部分に(  )でくくってページ数を記す。ただ
（80）のように記したのは其一のページ数、（2－21）のように記したのは其二のページ数であ
る。 
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校定の方針は、基本的に前号にしたがうが、基本的な点、およびいいおとした点を記す。 
①句読点は原則として筆記にしたがうが、必要と思われるところは鈴木が調整した。②あき
らかに誤りと思われる漢字、かなづかい、スペリングなどは特に断らずに訂正した。旧字体は
すべて新字体に統一した。見出しを削除した代わりに、各章段のキーワードをゴシックにして
示した。③脱字は〈 〉内に示して補った。あきらかな衍字については削除した。不審箇所に
はルビとして「ママ」と付した。なんらかの注記が必要な場合は〈 〉内に注記した。なお、
本文中の「inf.」は、筆記で「影響」の簡略表記として用いられているものである。④参考の
ためノート其一の 27 ページの写真を翻字の冒頭にかかげる。また、前号の翻字の誤りについて
の正誤表を巻末にかかげる。 
 
【国語法概論其一 翻字】（続） 
    第四章 品詞各論 
  （一）体言 
 １．安田氏ハ数詞ハ形式名詞トシテ名詞ノ中ニ入レテヰル。 
体言ハ独立詞ノ一種デアツテ、ソノ意味カラスレバ事物ノ名目ヲアラハスモノデアル。或ハ事
物ヲ名ヅケルコトバト云ツテヨイ。ソノ職能カラ云ヘバアルコトバヲノベ、説明スルトキニソ
ノ題目トナリウルモノデアル。即チ主語トナルコトガソノ特徴デアル。語形ハ変化セズ、切レ
続キヲ示スシルシハ語自身ニモタナイ。ソシテ切レ続キノ感ジヲ伴ツテヰナイ。而シテソノ切
レ続キハ何ラノシルシヲツケナイデ前後ノ関係ニヨツテキマル場合モアルガ、付属辞ヲ加ヘテ
切レ続キヲシメス場合ガ多イノデアル。 
体言ハ名詞、代名詞、数詞ノ三ツニワケルノガ普通デアル。１．コノ中代名詞ハ名称ノ代リニ用
ヒラレルトカ名詞ノ代リニ用ヒラレルトカ従来定義セラレテキタノデアルガ近頃ノ学者ハコレ
ヲ認メナイ。モシソレナラ代名詞ノ代リニ名詞ヲ入レテモ同ジワケダガ事実ハサウデハナイノ
デアル。若シ又名称ノ代リニ用ヒラレルトシタナラバ名ノワカラヌモノニハ代名詞ハ用ヒラレ
ナイワケデアルガ事実ハサウデナイ。代名詞ハ色々チガツタ物ヲ同ジ代名詞デヨビウルモノデ
アル。又色々チガツタ代名詞デ同ジモノヲバヨビウルモノデアル。シテミルト代名詞ハ物ソノ
モノニ固有ノ性質ヲアラハスモノデハナイノデアル。代名詞ノ特質ハ物ソレ自身ヲ指シテヰル
ノデ、ツマリ事物ヲ指示スル（77） 
  １．一本、三対、一匹ノ如キハ純粋デハナイ。 
ノガ代名詞デアル。故ニ指示ノ起点ガチガヘバ同ジモノデモチガツタ代名詞デヨビウルシ、モ
シソノ指示スル関係ガチガヘバ同ジモノデモチガツタ代名詞デ呼ビウルノデアル。結局指示ス
ルト云フコトガ特徴ナノデアル。指シ示サレルモノノ性質ガワカラヌ筈デアルガ、日本語ニ於
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テハ代名詞ニヨツテ指シ示サレル事物ノ大体ガワカルノデアル。例ヘバ ここ、そこ ナドハ
場所デアルコト、誰、何、ナドハ夫々人、物デアルコトガワカル。コレハモトモト事物ノ語ト
指示スル語トガ合シタモノデアルカラデアル。 
次ニ数詞ハ従来ハ事物ノ数量ヲアラハス語ト考ヘラレテキタガ数ノミナラズ量ヲアラハスト云
フモノモアルガソレハドウカト思フ。ヤハリ数ヲアラハスト云フトコロニ特徴ガアルト考ヘラ
レル。コレモ純粋ノ数詞ニ於テハ１．ソノモノノ実質如何ニカカハラズ数ト云フ点デ同ジナラバ
同ジコトバデ呼バレルノデアル。 
代名詞、数詞以外ノ体言ヲ名詞トヨブ。前者ハ実質ヲアラハサヌニ対シ名詞ハ実質ヲアラハス
ノデアル。コレヲ形式体言ト実質体言トニワケテヨンデモヨイノデアル。名詞ハ普通名詞ト固
有名詞トニワケラレル。普通名詞ハ同ジヤウナ性質ヲモツモノニハドレニデモ通用スルモノデ
アル。普通ハ共通ノ意味デアル。固有名詞ハコレニ対シ或ル一固体ヲアラハスノデアツテ（78） 
  １．第一それがよくない ノ 第一 ノ如キハ副詞ニ転ジタモノトミルベキデアル。第二 ニハサヤウナ用法ガナ  
   イカラデアル。 
  ２．普通ノ辞書ニハ固有名詞ハ載ツテヰナイ。 
ソノ固体ノモツアラユル固有性ト特殊性トヲヒツクルメテアラハシテヰルノデアルカラ、ソレ
以外ノ固体ニハ通用シナイノデアル。カヤウニ体言ヲ区別スルコトガ出来ルガ、シカシコノチ
ガヒハ結局ハ名ヅケヤウノチガヒデアル。ツマリドウ云フ点ヲミトメテコレニ名ヲ与ヘタカノ
チガヒデアル。ソレハ純粋ニ意味ニ関係スルノデアル。シカラバソノ意味上ノ差異ハコトバノ
上ニ於テ如何ニアラハレテヰルカト云フト、ソノ言葉ノ形ノ上ニハ何ラノ差異ガナイノデアル。
又文ヲ構成スル上ニ於テモ殆ド差異ガナイ。モシイクラカアルトスレバ、数詞ニハ 柿が一つ
落ちた。本をひとつ買ふ。ト云フ風ニ副詞的ニ用ヒル用法ガアル。シカシ代名詞ニハナイ。名
詞ニハ一般ニハカカル用法ハナイケレドモ 雨が昨日降つた ト云フ如ク特殊ナモノニハコレ
ニ似タ用法ガアル。ソレデコノ特徴ガ数詞全体ノ特徴カト云フト所謂順序数詞ニハソレガナイ
ノデアル。１．コレ位ノ差ニヨツテ別ナ類トスル必要ハナイノデアル。固有名詞ト普通名詞トノ
差モ語法ノ上カラハ必要ハナイ。但シ辞書ヲ用ヒルタメニハ必要デアル。２．英語ナドデハ形ノ
上ニ差ガアルカラ必要ナノデアル。 
西洋語ノ名詞、代名詞ノ如キハ格ノ差ニヨリ、語形ガ変化シ、又数ノ単複ニヨツテモ色々チガ
ツテヰル。コレハ近代語デハ少クナツタノデアルガ古代ノ語ニ於（79） 
  １．唯、アラハスト云フダケナラ あそび、しろ ノ如キモサウデアル。 
  ２．名詞デモ助動詞ヲツケレバ述語ニナリウル。 
  ３．但シ われは旅人 トカ 国平らかに民安し ノ場合ノ如キモノガアルカラ、コノ条件ニハ多少ノ制限ガ要ル。 
テハ特ニ著シイ。日本語ノ体言ハ結局事物ノ概念ダケヲ示シ、数トカ格トカ性トカヲ示ス付属
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的ナイミガ伴ツテヰナイ。モシ数ノ概念ガ必要ナラ接尾語ヲツケテ、又格ノ概念ガ必要ナラ助
詞ヲツケ加ヘテ示ス。ソレ故西洋ノ古代語ニ於ケル体言デハカカル点モ、日本語ニ正確ニ相当
スルモノハナイト云ツテヨイノデアル。ソコデ日本語デハ唯 本
ホン
 ト云フベキトコロヲ 西洋
ノ古代語デハ 本が ト云フコトバデ代用セシメテオクノデアル。又 ほんと ふでとを ニ
対シ ほんを 及び ふでを ト云フ形デ代用セシメル。これは 本だ ニ対シ これは 本
が だ デ代用サセル。西洋語デハ、今デモ数ト云フ観念ガツヨクツキマトツテヰル。数ヘル
要ガアレバ単複ヲキツト区別シテヰル。日本語ニ於テハカヤウナコトガナイノデアル。 
 
  （二）用言 
用言ハ詞ノ一種デアツテ、ソノ意味カラ云ヘバ動作、作用、状態、性質ナドヲ述ベ説明スルコ
トバデアル。１．職能カラ云フト単独デ２．述語ニナリウルコトガソノ特徴ト云フコトガ出来ヨウ
ト思フ。３．用言ハ切レ続キ及ビソノ様スヲアラハスタメニ色々チガツタ形ヲ有ツテヰル。即チ
語形ガ変化スル。ソレガ一番ハツキリシタ目印デアル。但シ語形ノ変化ハ必ズシモ用言ニ限ラ
ナイ。例ヘバ 酒ガ 酒
サカ
桶トナリ、月ガ 月夜
ツ ク ヨ
トナルガ如キデアル。シカシカカル語形（80） 
  １．普通ノ文法デハコノ特徴ヲ説イテヰナイ。  ２．な思ひわがせ。 なわびわがせ。 雲なたなびき。 
  ３．我も行き彼も行く。  ４．雨はげしく降る。  ５．行き過ぎる 
変化ガ用言ノ語形変化ト異ル点ハ、体言ノ語形変化ハ全然イミニ関係ガナイカ、或ハ一ツノ単
語ノ一部分トナル場合ニカハルノデアル。トコロガ用言ノ語形変化ハ、ソレガ一ツノ単語トミ
ナシウベキ場合ニモ起ルノデアル。ソシテソノ変化ニ於テ或ル一定ノ意味或ハ役目ト云フヤウ
ナモノガ変ルノデアル。ソシテソノ変化ハ型ヲナシテヰルノデアル。 
今コノ活用即チ用言ノ語形変化ト用言ノ切レ続キトノ関係ヲ考ヘテミル。 
第一ニ 終止形ヲ以テ言ヒ切リヲアラハス 
第二ニ 命令形デ言ヒ切リヲアラハス１． 
第三ニ 文章語ニ於テハ や、か、ぞ、なむ デウケタ場合ニ連体形デ言ヒ切ル。 
第四ニ 文章語ニ於テ こそ ト云フ助詞ヲウケタ場合ニハ已然形デ言ヒ切ル。 
第五ニ 上代ノ言語ニ於テ用言ノ上ニ禁止ヲアラハス助詞 な ガ来タトキニハ連用形デ言ヒ
切ル。２． 
第六ニ 連体形ガ体言ニ続イテソノ意味ヲ修飾スル場合ニ用ヒラレル。 
第七ニ 連用形ガコレト同ジヤウナ資格ノコトバニ対等ノ関係デ続ク場合ニ用ヒラレル。３． 
第八ニ 連用形ガ下ニクル用言ニ続イテソノ用言ヲ修飾シ４．又ハコレト意味上結合スル場合ニ
用ヒラレル。５． 
第九ニ 上代語ニ於テ已然形ガ 何々する故、ので、ところが 等ノイミデ下ニクル用言ニ続
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ク（81） 
  １．コレハ結局 ば ガ略サレテヰルト説明セラレテキタモノデアル。 
   思へ（ば）かも。恋ふれ（ば）かも。シカシ古クハカヘツテ ば ガナイ 
場合ニ用ヒラレル。１． 
第十ニ 連用形ニ に ト云フ助詞ヲツケテ、他ノ用言ニ続イテ行ツテ目的ヲアラハス場合ガ
アル。   花を見に行く 
コノ場合ノ 見 ハ体言ノ資格ヲ有ツモノト考ヘテヨイト思フ。 
第十一ニ 文章語ニ於テハ連体形ガ用言ニ体言ノ資格ヲツケ加ヘル場合ニ用ヒラレル。 
   まして雨などのふるいとわびし   口に言ふは易く身に行ふは難し 
以上第九マデハコトバノ切レ続キヲ示スモノデアル。終リノ両ツハ用言ノ性質ヲ失ハナイデ、
更ニ体言ノ資格ガツケ加ツテ、体言ト同ジヤウニ助詞カ助動詞ガ接シ、又体言ト同ジヤウニ用
ヒラレルノデアル。 
以上ノ他ニ助動詞、助詞ニツク場合ニ用言ノ色々ノ活用形ガ用ヒラレルノデアツテ、ドンナ助
動詞又ハ助詞ニハドウ云フ活用形カラ続クカニハキマリガアルノデアル。シカシコレハ文節ノ
中デノコトデアル。又ソノ場合ニ活用形トシテハソレ自身ドンナイミヲ有ツテヰルカハ明カデ
ナイノデアル。ソレ故、上ニ述ベタ如キモノトハチガツテヰルノデアル。 
上ニアゲタヤウニ活用形ハソレ自ラ切レ続キヲ示スモノモ、アル。シカシ実際ニ於テハ同ジ活
用形デアツテモ色々ノイミヲ示スモノガアリ、又活用形トシテチガツ（82）テヰル筈デアツテ
シカモ実際ノ形デハ同ジモノモアル。ソレ故唯活用シタ形ダケデハ切レ続キガワカラナイデ前
後ノ関係ニヨツテ判断シナケレバナラヌ場合モアルガ、トニカク用言デハ語形ガ色々ニ変ツテ
切レ続キヲアラハスト言ツテヨイト思フ。 
用言ハ通常動詞ト形容詞トニワケル。ソノ区別ハドコニアルカ。イミカラミルト動詞ハ動作、
作用ヲアラハシ、形容詞ハ状態性質ヲアラハスモノデアル。又アル人ハ動詞ハ時間的ニ変化ス
ル属性ヲアラハシ、形容詞ハ時間的ニ変化セヌ属性ヲアラハスト説明スル。カカル説明ハ大部
分ハ当ツテヰル。ケレドモ ある ナルコトバガアルガ、コレハ意味カラ云ヘバ動作デモ作用
デモナク、又時間的ニ変化スル属性デモナイ。ムシロコレハ状態トモ云フベキモノデアル。コ
レハ普通動詞トシテトリアツカハレテヰルノデアルガ、コレニ丁度、反対ノ非存在ヲアラハス 
なし ハ形容詞デアル。意味ノ上カラハ 深い 対 浅い ノ如ク、相対応スルモノデアル。
ソコデアル人ハ動詞ノ定義ノ中ニ存在ヲアラハスト云フ意味モツケ加ヘテヰルノデアル。コレ
デ ある ヲ動詞ノ中ニ収メ得テモ、コレニ意味上対立スル なし ヲ動詞トセヌ理由ガナイ。
カクミルトコトバノ意味ダケデ動詞ト形容詞トヲ区別スルコトハ困難デアル。シカラバコトバ
ノ形カラ見タラ如何。両者ハ共ニ（83） 
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  １．但シ る、るれ、よ ノ如ク語尾ガチガツタ行ニワタルト考ヘレバ考ヘラレル。又音便ノ場合ニモサウデアル。 
  ２．なり ノ如シ  ３．す ハ補助的動詞  ４．あり ハ補助的動詞 
  ５．口語デハ よからう よかつた シカナイ 
活用スルコトバデアルガ、ソノ活用ノ仕方ニチガヒガアル。動詞ハ五十音図ノ同行ニ活用スル
ニ対シ、１．形容詞ハチガツタ行ニワタツテ活用スルノデアル。又動詞ニハ命令形ハアルガ形容
詞ニハナイ。尚コノ他ニ形容詞ト動詞トノ主ナルチガヒハ動詞ハアラユル助動詞ニ接シウルガ、
形容詞ハ特別ナ助動詞、即チ動詞以外ニモ接シウル助動詞２．ノ他ニハ接スルコトガ出来ナイ。
更ニ一ツ次ノヤウナ言ヒ方ニヨツテ区別スルコトガ出来ル。 
       も  せず３．           も  あらず４． 
   行き  は  すべし       苦しく  は  あるべし 
       さへ                さへ 
即チ補助的動詞ニ す ヲ使フノガ動詞、あり ヲ使フノガ形容詞デアル。 
以上ノ他ニ形容動詞ト云フモノヲタテル。あり ナル動詞ニ形容詞ノ連用形及ビ「に」ト「と」
デ終ル副詞ノ複合シタモノデアル。コレハ意味カラ云フト形容詞デアルガ活用形カラ云フト動
詞デアル。 
  よくあり――――よかり５．  静かにあり――――静かなり（84） 
  １．遥かにあり→遥かなり 
  堂々とあり――――堂々たり 
コレラヲドウトリアツカフベキカ。コレヲ元ノ形ニ返シテ形容詞ト動詞トノ二ツニワケテ考ヘ
レバ問題ハ易ク又語源的ニハソレガ正シイノデアル。シカシ実際ノ上デ、形ノ上ニ結合ガ切リ
ハナシ難クナツテヰルカラ、コレラダケヲトリ出シテ形容動詞ト名ヅケタノデアル。ケレドモ
コレラハ又同時ニ元ノ形デアラハレル場合モアルノデアル。 
コレマデノ色々ノ説ヲミルト、山田孝雄氏の日本文法論ニ於テハ用言ヲ実質用言ト形式用言ト
ノ〈衍字か〉ニワケ、実質用言ハ属性ヲアラハスト共ニ統一作用即チ陳述ノ力ヲ有ツテヰルモ
ノデアルガ、形式用言ハ属性ノ概念ガ極メテ広汎デアツテ思想ノ形式的能力ヲアラハスニ止マ
ルモノデアリ、コレヲ使用スルニハ大抵実質ヲアラハスコトバヲ添ヘナケレバナラナイトシタ
ノデアル。実質用言ハ動詞形容詞ト二ツニワケ、ソシテ普通動詞、形容詞ト云ハレテヰルモノ
殆ド全部ヲソノ中ニ含ンデヰル。形式用言ハ所謂形式形容詞ノ 如し ト形式動詞ノ す ト
純粋形式用言ノ あり トヲ含ムノデアル。上ニアゲタヤウナ形容動詞ノ例ハ単ニ音ガ熟合シ
タモノデアルト説明スルダケデアツテ特別ノ取扱ヒヲシテヰナイノデアル。タダ なり ダケ
ハ副詞カラ出来タ 遥かなり、１．明かなり、の類ト、名詞ニ付イタ 君なり 臣なり ノ類ト
区別セズニドチラモ統覚作用ヲアラハスモノデアルト説明シテヰルノデアル。（85） 
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  １．といふ→てふ、 ぞあり→ざり、 こそあり→こさり、 もあり→まり（もあれ→まれ） 
安田氏ハ国語法概説ニ於テ形容詞ヲ実質形容詞ト形式形容詞トノ二ツニワケ、普通ノ形容詞ハ
実質形容詞デアルトシ、如し ダケヲ形式形容詞デアルトシテヰル。動詞ハ独立動詞ト従属動
詞トニワケテ、普通ノ動詞ハ独立動詞ナリトシ、従属動詞トシテハ助詞ヲ語頭ニ吸収シタ動詞１．
ヲ含メテヰルノデアル。従属動詞ヲ二ツニワケモトノイミヲ充分保ツテヰルモノヲ実質従属動
詞ト名ヅケ、実質的イミガ稀薄デアツテ文ヤ句ヲ統合スルタメニ専ラ用ヒラルモノヲ形式従属
動詞ト名ヅケル。なり、たりノ類（にあり、とあり）ハ形式従属動詞デアル。而シテ、てふ、
ざり ノ如キモノハ実質従属動詞ト云フコトニナル。コノ説ニヨルト 静かなり、堂々たり ナ
ドハ副詞ニ形式従属動詞ガ着イタモノトナルノデアル。而シテ体言ニツク なり モコレト同
等ニトリアツカツテヰル。形容詞ニ あり ノツイタ ――かり ニツイテハ特別ニトリアツ
カツテヰナイノデアル。 
山田氏ガ、動詞形容詞ノ他ニ形式用言ヲツクツタノハドウカト思ハレル。如し ハシバラクオ
キ す ト あり ハ甚ダ広イイミヲモツテヰルガ、シカシイツモソノ意味ヲ補フベキ他ノコ
トバヲ要スルワケデハナク、独立シタイミヲモ有ツテヰルノデアル。勿論他ノコトバニツケ加
ツテソノコトバノ文法上ノ色々ノ関係、他ノコトバヘノツヅキ様ヲ示スダケニ用ヒラレル場合
モ少クナイ。例ヘバ、 
  行きもせず  よくもあらず（86） 
ノ如キ場合ニハ形式的デアルガ、シカシ独立シタ意味ヲ有ツテヰルモノマデモ形式用言トスル
ノハ不適当デアル。唯コレヲ動詞トシテ取扱フ場合ニ、ソノ補助的用法ノアルコトヲ認メテオ
キサヘスレバヨイノデアル。安田氏ガ す ト あり トヲ普通ノ動詞トミトメタノハ山田氏
ヨリスグレテヰル。而シテ助詞ト動詞ノ合シタモノ（従属動詞）ヲ文ヤ句ノハジメニオカレル
コトノナイノヲ根拠トシテ従属動詞ト名ヅケタノハ道理ノアルコトデアル。トコロガコレヲ実
質ト形式トノ二ツニワケテ原義ヲ保存シテヰルカ否カニヨツテ区別シナガラ、例ヘバ 近江な
る鏡の山 ニ於テハ なる マデモ形式従属動詞トシテアツカツテヰルノハドウカト思フ。ト
ニカク助詞ト動詞、又ハ語尾ト動詞ト合体シタモノハイツモ前ノ詞ト合シテ発音セラレルモノ
デ、切リハナシテ発音セラレルモノデハナイノデアル。即チソレダケデ一ツノ文節ニナツテヰ
ルノデソノ中ニ文節ヲ切ルト云フコトハ出来ナイノデアル。而シテ形容動詞ト云ハレテヰル類
ノ助詞又ハ語尾ト合体シタ あり ハ形式的イミシカアラハサナイモノデ独立セヌ従属的ナモ
ノデアルカラ、タトヒ前ノコトバトハナスコトガ出来ル場合ニ於テモソノ性質ハ助動詞ニ似タ
モノデアル。モシソレガハナシ得ヌモノデアレバ合セタモノヲ一語トミトメテヨイト思ハレル。
形容詞カラ出来タ よかり、たのしかり ノ類ハコノ中ノ よ、たのし ノ部分ガ全然独立セ
ヌワケデハナイガ、シカシソレニ（87） 
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  １．形容詞ノ活用ダケデハ足ラヌ  ２．見るもよく、聞くもよし  ３．家も遥かに、山もはるかに 
形容詞ノ語尾ノツイタ よく、たのしき 等が一語トシテトリアツカハレテヰルノニ準ズルト 
よかり、たのしかり モ亦一ツノコトバトシテトリアツカツテヨカラウト思フ。遥かなり、堂々
たり ノ如キハ 遥か、堂々 ヲ独立シタ一語トミルベキカ否カニツイテ議論ガアル。シカシ
コレハ普通独立シテ用ヒル場合ガナイカラ、全体ヲ即チ 遥かなり 堂々たり ヲ一ツノ語ト
シテミトメテヨイト思フ。殊ニ現代ノ口語ニ於テハ 遥かな、遥かだ ト云フ形ニナツテヰル
ノデコレヲ分解シテワケルコトモ、ソレヲ独立サセルコトモ出来ナイカラ、全体ヲ一ツノコト
バトシナケレバナラナイ。シテミレバ形容動詞ト云フヤウナ一種ノモノヲ認メテオクノモ理由
ノアルコトデアル。 
カヤウニ形容動詞ト云フモノヲ認メルナラバ、ソレヲ如何ナル種類ニ入レルカ。ソノ活用カラ
ミルト動詞ノ ら変ニ同様デアルカラ、ソノ点カラハ ら変ニ入レルコトトナルノデアル。シ
カシ意味カラミルト形容詞ト同様デアルカラ形容詞ノ中ニ入レテヨイノデアル。ソノ上文章語
ニ於テハ形容動詞ノ活用ハ必ズシモ全部揃ツテヰナイノデアツテ かり系ノ形容動詞ハ形容詞
ノ活用形ト相補ヒ、１．なり系ノ形容動詞ハソノモトニナツタ副詞ノ形ト相補ツテ色々ノ活用形
ノモツ完キ役目ヲハタスノデアル。 
  よからむ  よくば
ママ
  よく２．よく（連用）  よくて  よかりき  よし 
  よかるべし  よき  よければ  よかれ 
   遥かならむ  遥かならば  遥かに３． 遥かに（連用）  遥かにて  遥かなりき 
  遥かなり  遥かなるべし  遥かなる  遥かなれば  遥かなれ（88） 
  １．語ヲ歴史カラ云フノデハナイ。 
カヤウニ考ヘテクルトソノ活用モ純粋ニ形式的ニ欠ル場合ハトモカク、ソノ用法カラ考ヘテミ
ルト必ズシモ ら変ト同等デアルトハ云ヘナイノデアル。マシテ現代ノ口語ニ於テハ ら変ト
ハ全クチガツテヰルノデアル。ヤハリ形容動詞ト云フヤウナ動詞ト形容詞トノ一種ノ中間ノモ
ノヲ認メテオク方ガ便利デアルト思ハレル。唯ココデ問題ニナルノハ 遥かに トカ 堂々と 
ノ如ク副詞トシテ考ヘラレルモノノ、遥か、堂々 ガ独立シテ用ヒラレルコトガナイトスレバ、 
遥かに、堂々と ト云フ形モスベテ上ノ活用ノ中ニ入レルコトガ出来ルノデアツテ、ソノ他ニ
副詞トシテノ 遥かに、堂々と ト云フモノノ必要ガナクナルノデアル。即チ 遥かに、堂々
と ト云フモノガ 遥かなり、堂々たり ナル形容動詞ノ活用形ノ一ツデアツテ、ソレガ副詞
的ニ用ヒラレテヰルノデアルト説明スルコトガ出来ル。１．ソレハ丁度、よし ナル形容詞ノ連
用形ナル よく ガ副詞ノヤウニ用ヒラレルノト少シモチガハナイノデアル。サスレバ に 
ダノ と デ終ル副詞ノ大部分ハ皆形容動詞トシテ取扱フコトガ出来ルノデアルカラ、コレラ
ハ副詞ノ中カラ除イテシマツテヨイコトニナルノデアル。現代ノ口語ニ於テハ 遥かだ ノ類
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ハ尽ク上ノ如クニトリアツカツテ差支ヘナイヤウニ考ヘラレル。堂々たり ノ類ハ口語デハ 
堂々としてゐる ト云フ風ニ、あり ノ代リニ補助動詞ノ す ガツクノデアリ、又コノ場合
ニハ熟シテモヰナイノデアツテ、堂々ともしてゐない ノ如クニ用ヒルノデアル（89） 
  １．ka|k|e        ２．こ 
 ka|k|i き 
 ka|k|u く 
カラコレハ別ニトリアツカフベキデアル。尚以上アゲタノハスベテ音ノ合体シタモノノトリア
ツカヒ方デアル。よくもあらず、はるかにはあらねど ノ如クドチラモモトノ形ヲ存シテヰル
モノハ勿論コレハ同様ニ論ズルコトハ出来ヌノデ別々ニ論ズベキモノデアル。 
用言ハ語形ヲ変化スル。コレヲ 活用 又ハ はたらきト云フ。ソノ変化ハ語尾デアルカラ語
尾変化トモ云フ。ソノ変化ハ次ノヤウナ二ツノ方法ニモトヅイテ行ハレル。 
        第一ハ母音ノ変化      第二ハ語尾ノ添加 
アラユル用言ノ活用ハコノ二ツノ方法ノ一ツアルヒハ双方ノ方法デ出来テヰルノデアル。即チ 
第一ハ母音変化ノミニヨルモノ  四段 ら変 
第二ハ語尾ノ添加ニヨルモノ  上一段 下一段   形容詞（く、しく両活用） 
第三ハ母音変化ト語尾添加ニヨルモノ  上二段 下二段 かさな変 
用言ノ変化スル部分ニ対シ、変化セヌ部分ヲ普通語幹又ハ語根ト呼ンデヰル。シカシコレハ西
洋ノ文典ニ単語ノ構成法ヲ説明スル場合ニ用ヒル stem（語幹）root（語根）トハ必ズシモ一致
セヌノデアル。而シテ不思議ナコトニハ仮名デ書ク場合ハ語幹ノヲハリノシルシハ語尾変化ノ
中ニ混入シ、１．又一音節ノ語ハ語幹ガナクテ語尾バカリニナル２．。コレマデノ活用ノ名ハ仮名
デカイタ（90） 
  １．な変 但シ命令形ヲ一形トミレバ他ニモ か変 さ変ガアル。 
  ２．死ぬ ｜な に ぬ ぬる ぬれ ね 
    起く ｜き き く くる くれ きよ 
モノニヨリ、五十音図ヲ土台ニシタモノデアル。 
アラユル用言ニツイテ、ソノ一々ノコトバガイクツノチガツタ形ヲ有ツテヰルカヲ考ヘテミル
ト、文語ニオイテハ四ツカラ六ツ１．マデノ形ヲ有ツテヰルノデアル。カヤウニソノ変化スル形
ガ多イモノモアリ、少イモノモアルノデアルガ、ソノ各々ノコトバノ有ツテヰル色々チガツタ
形ハ、互ヒニ何ラ関係ガナイモノカト云フト決シテサウデハナイ。即チソノ意味トカ用法トカ
ニ於テ互ヒニ相対応スルモノガアルノデアル。即チ語形ノ少イモノハ他ノ多クノ形ヲ有ツテヰ
ルモノニ於テ、チガツタ二ツノ形ガ有ツテヰル意味トカ用法トカヲ一ツノ形デ兼ネテヰルコト
ガアルノデアル。カヤウナワケデ、ソノ意味ヤ用法ガ相同ジクテ、相対応スベキ形ヲ同ジ段ニ
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並ベル場合ニハ、チガツタ形ヲ少シシカモツテヰナイモノニ於テハ同ジ形ガ二ツノ段ニワカレ
テ出ルト云フコトニナル。アラユル用言ノ形ハソノ数ノ最モ多イモノニ準ジテ六段ニナルノデ
アル。２．文法ノ上デ活用形ト云フノハカヤウニシテ得タ用言ノ一ツ一ツヲ云フノデアル。而シ
テ同ジ意味ト用法ヲ有ツ活用形ヲアラユル語ヲ通ジテ同ジ名デ呼ブノデアル。現代ノ口語デハ
終止形ト連体形トガ同ジデアルカラ、コレヲ一ツニシテ終止連体形トスルコトガアル。ケレド
モ文章語と対称
ママ
スル便宜上ヤハリ二ツニワケテオク場合モ多イノデアル。（91） 
 
【国語法概論其二 翻字】 
 
コレハ多クノ場合ニハワケル必要ハナイノデアルガ形容動詞ニ於テハ例ヘバ きれいな ハ連
体形、きれいだ ハ終止形ダカラ、別ニシタ方ガ便利ナコトモアルノデアル。上ニノベタ通リ
活用形ハ用言ノ形ガ変化スルカラ出来タノデアルケレドモ、今文法ニ於テミトメラレテヰルヤ
ウナ色々ノ活用形ハ唯語形ニノミヨッタノデハナク意味ヤ用法ニヨツテトトノヘタモノデアル。
即チ同ジ活用形ハタトヒソノコトバガチガツテヰテモ色々ノ意味ヤ用法ヲ共通ニ有ツテヰルノ
デアル。シカシ各活用形ノ意味用法ハ如何。コレハ先ヅ二ツニ大別スルコトガ出来ル。第一ハ
活用形ガ独立シテアルイミ用法ヲモツテヰルモノ。第二ハ独立シテハドンナイミヲモツカ明カ
デハナク、或ル辞ヲ加ヘテハジメテイミノ明カニナツテクルモノ。 
コノ中ノ第一ノモノハ已ニ述ベタ通リコトバノ切レ続キ、アルヒハ色々ノ続キ様ヲ示スモノデ
アル。コレハコノ下ニ辞ノ類ガ加ハルコトモアルケレドモ、ソノ場合ニ於テモソノ活用形ダケ
ヲトリハナシテ、ドンナイミヲ有ツテヰルカガ明カナノデアル。第二ノモノハ助詞ヤ助動詞ナ
ドガツイテハジメテ切レ続キナドノイミヲ示スモノデアル。コノ場合ニ於テハ各活用形ハ単独
デハドンナイミヲ有ツカワカラヌノデ、単ニ助詞ヤ助動詞ナドニツヅクタメノ形トシテアルダ
ケデアル。唯習慣的ニサヤウナ活用形ガアルダケデアル。 
第一ノモノハ用言ダケデ意味ヲアラハシテヰルノデアルガ、第二ノ（2－1） 
  １．松下氏、標準日本文法   ２．奈良朝 
モノハ用言ダケヲ切リハナシタノデハイミガワカラヌ。活用形ハ多クハ以上ノ二ツノ場合ニ用
ヒラレル。唯将然形ダケハ第一ノ場合ニ用ヒラレズ、イツモ辞ヲ伴ツテ用ヒラレソレダケデハ
何ノイミモアラハサヌ。現代ノ国語ニ於テハ已然形モサウデアル。カヤウナ活用形ノ中ニハ何
ラノ意味モ伴ハヌ単ニ形ダケノモノモアルノデアル。 
次ニ活用形ノ数ニツイテノベル。第一ニ命令形ガ必要ナリヤ否ヤト云フ問題ガアル。コレヲ必
要トセヌ論ガアル。１．命令形ノ特別ナ形ヲ有ツテヰルノハ な変ダケデソノ他ハ已然形ト同ジ
モノカ或ハ将然形ニ よ ヲツケタモノト同ジデアル。トコロガコノ よ ハ元来語尾デハナ
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イノデアルカラ、カヤウナモノマデツケテ六段ニスル必要ハナイ。な変、已然ニ ぬれ ト ね 
トヲ二ツナラベテオケバヨイノデアルト説ク。トコロガ前ニモ云ツタ通リ活用形ノタテ方ガ、
已ニ多クノチガツタ形ノアルモノヲ標準トシテ、チガツタ形ノ少イモノニハ同ジ形ヲチガツタ
モノトサヘ見ナシテヰルノデアル。シテミレバ已ニ な変ニ於テ別ナ形トシテアラハレテヰル
モノナラバ、コレニ対応スル形ヲ他ノ語ニ於テモタテルノハムシロ当然ト云フベキデアル。勿
論 よ ハ後ニ加ッタモノニチガヒナク殊ニ 来
く
 ノ命令形 こ ハ平安朝ニアツテモ未ダ 
 よヲツケナカツタ。下二段ニモ古イ時代ニハ よヲ用ヒナカツタ例ガアル。２．シカシ今ノ文
語ニ於テハ よヲ用ヒルノガ普通デアル。ソレ故 よヲツケタ形デ差支ヘ（2-2） 
  １．例ヘバ   よく  よう   ノ如シ。 
ナイト考ヘラレル。シカシ四段ヤ な変ナドノ命令形ニ更ニ よヲツケルコトモアルノデアル
カラ、モシ よヲツケルノガ不都合デアルトスルナラバ よヲトリ去ツタ形ヲ活用形トミナシ
テモヨイワケデアル故ニサウ取扱ツテヰル人モアル。而シテ文章語ニ於テハ四段 ら変 な変
ノ他ハ命令ヲアラハスニハ命令形ニ よヲツケルト説明スレバヨイノデアル。口語ニ於テハ文
語ノ よノカハリニ ろヲ用ヒ、か変ニ於テハ いヲ用ヒル。シカシソノ ろ ヤ いノツク
動詞ノ形ハ文語ノ場合ト同等デアルカラ、よヲトリハナシタ形ヲ命令形トスルノモ、文語口語
ヲヒキクルメテトリアツカヒウル点ニ於テモ便宜デアルト考ヘラレル。 
又 な変ノ已然ニ ぬれ ト ねトヲナラベテ出シテモヨイト云フノデアルガ、二ツノ形ヲナ
ラベテ出シウルノハ用法ガ同ジデドチラヲ用ヒテモヨイト云フ場合デアル。１．シカルニ な変
ノ ぬれト ねトハ用法ガチガツテヰルノデ、互ヒニ代用ハデキヌ。ソレ故コレヲナラベテ出
スノハ不都合デアル。尚又奈良朝及ビソレ以前ノコトバニ於テハ四段活用ノ けへめ ノ語尾
ガ已然形ト命令形トデチガツテヰタト思ハレルノデアツテコレニアテタ仮名ガ区別セラレテ居
リ、従ツテソノ発音モチガツテヰタラシイノデアル。コレラノ点カラ見テモ、ヤハリ命令形ヲ
別ニ設ケタ方ガ便利ノヤウニ考ヘラレル。 
次ニ上代日本語ニ於テハ普通ノ文語ニ現レテクル形ノ他ニ更ニ一ツ特別ナ形ガアルノデアル。
コレハ く形名詞法トモ呼ブベキモノデアル。ツマリ用言ニ く ナル語尾ヲツケテ（2-3） 
  １．しが母を取らくを知らに  ２．わが恋ふらくを知る人もなし  ３．よけくもなし  ４．松下氏ノ説 
名詞ノ資格ヲツケタモノデアル。例ヘバ 
   取らく１．     恋ふらく２．    よけく３． 
ノ如クデアル。トコロガコノ くノツイタ形ハ四段ナラバ 申さく、恐らく、上一段ナラ、見
らく、似らく、上二段ナラ、うらむらく、恋ふらく、老ゆらく、下二段ナラ、告ぐらく、答ふ
らく、か変ナラ、来らく、さ変ナラ、すらく、ら変ナラ、あらく、く活用ナラ、よけく、寒け
く、しく活用ナラ、悪しけく、トナッテヰル。コレハツマリ用言ニ くト云フ接尾辞ノ如キモ
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ノガツイタノデアルガ、コレヲ除イタ用言ノ語尾ハ他ニコレト一致スルモノガ見出サレヌノデ
アルカラ、コレヲ古イ時代ニ於ケル活用形ノ一ツトシテアゲルノハ道理ノアルコトデアル。コ
ノ くハ接尾語トトリアツカフベキカ或ハ助詞トスベキカ色色ナ考ヘ方ガアラウガ、コレヲ除
キ去ツタアトノ形ハ他ニ用ヒルコトガナイカラシテ、コノ形ヲ出スナラバ くヲツケタママニ
出スノガ便利デアラウト思フ。 
次ニ現代ノ口語デハ終止ト連体トハ大概同ジダカラコレヲ一ツニシテハドウカト云フ問題ガア
ルガ、コレハ前ニモ述ベタ通リ、コレヲ別ニシテオイタ方ガ便利ナ場合ガアル。シカシ今云ツ
タ口語ノ終止形ト云フモノハ口語ニ於テ文ヲ終止スルタメニ用ヒタ形デアル。サウデナクテ文
章語ニ於ケル終止形ト同ジ形ヲ終止トシテタテテオキ、活用形ノ用法ヲ説明スル場合ニ口語ニ
於テハ文ヲ終止スル場合ニハ連体形ヲ用フト記セバヨイトスル説ガアルノデアル。４．（2-4） 
  １．松下氏 
コノ文章語式ノ終止形ハタトヘバ すベき ノ如ク口語ニ用ヒラレル場合ガアルガシカシコレ
ハ文語カラ仮
ママ
リテキタノデ、口語トシテハヤハリ するべき トスルノガ本体デアルト思フ。
故ニ終止形ノ例外ト見ルベキダカラ するべき トナラベテアゲルノハ不適当デアルト思フ。
コノ終止形ニハ併列的ナ用法ガアルトテ次ノヤウナ例ガアゲラレテヰル。１． 
  金もなし、暇もなくして旅行が出来ない…（一） 
  風采も立派なり、辯舌もさはやかなり、大分もてた…（二） 
  読んだり、書いたり、大変忙しい…（三） 
  実力さへあれば資格のあり、なし、は問題ではない…（四） 
シカシ第一ノ如ク終止形（なし）ヲ用ヒルノハ特別ノヤウデアル。第二ノ例ハムシロイミカラ
スルト、終止形デナクテ連用形ノ併列的用法ト同ジモノデアルト考ヘラレル。シカラバコレヲ
連用形ニオクノガ適当デアルト思フ。第三ノ例ハ語源的ニハ助動詞 たり ト関係ハアラウガ
口語ニ於テハ助動詞トハハナレタモノデ、語ヲ併列スルタメノ一種ノ助詞デアルトスル方ガ適
当デアラウト思フ。第四ノ例ハ純然タル体言トミル方ガ適当デアラウト思フ。カヤウニ考ヘテ
クルト文章語ニ於ケルヤウナ終止ノ形ハ口語デハ特別ナ場合ニシカ用ヒラレナイノデアルカラ
コレヲ普通ノ活用表ノ中ヘ入レル必要ハアルマイト思フ。カヤウナワケデアルカラ、文語ニ於
ケルヤウナ終止形ハ、口語ニハ極ク特殊ナ場合ニシカ用ヒラレナイノデアリ、規則的ニ全テノ
場合ニ（2-5） 
  １．すな―するな   来べき―来るべき   但シ例外ハアル 
通ジテ用ヒラレルノデハナイカラ、コレヲ活用表ノ中ヘ入レルノハ不適当デアル。口語デ文ヲ
終止スル場合ニ用ヒルノハ一般ニ連体形ト同ジ形デアル。ソノ他文語ニ於テ終止形ノ用ヒラレ
ル色々ノ場合ニ対シテモ、口語ニ有テハ多クハ連体形ト同ジ形ガ用ヒラレルノデアル。１．カヤ
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ウナ点カラミテ、大体口語ニ於ケル終止形ハ文語ニ於ケル連体形デアツテ、コレヲ終止形トシ
テトリアツカツテ差支ヘナイノデアル。但シ形容動詞ニ於テ きれいだこと、きれいだもの、
はるかだこと、はるかだもの ナドヲミルト、終止形カラ こと ヤ もの ニツヅクコトガ
アルガシカシ普通ノ場合ニハ きれいな ニツヅクノデアル。ソレカラ から ヤ が ノ如
キ一類ノ助詞（接続助詞）ハ、文語デハ連体形カラツヅクモノデモ、口語デハ終止形カラツヅ
クノダト説明スレバヨイノデアリ、又実際ソノ方ガ吾々ノ感ジニ適合スルト思フ。 
次ニ口語ノ四段活用ノ動詞ノ所謂未来形（書かう 読まう、等）ハ発音カラミルト お ノ段
ノ長音ニ発音スル。ソノ発音ヲ標準ニスルトコレマデ認メラレタドノ活用形ニモ入ラヌカラ、
更ニ一段ヲ加ヘルベキデアルト云フ説ガアル。 
コレニ就イテモ二ツノ取扱ヒ方ガ可能デアル。一ツハ 
  書こ   読も   取ろ 
ノ如ク短イ音ノ形ヲタテテ、所謂未来形ハコレニ う ガツイタモノデアルトスルモノデアリ、
他ノ一ツハ 書こう、読もう、取ろう 全体ヲ一ツノ活用形トスルノデアル。カヤウナ説ハ先
ヅ第一ニ実際発音ニモトヅイテ発音通リ書ク（2-6） 
  １．書かう ハ 書こお カ 書こー デナケレバナラナヌ。 
ト云フコトヲモトヽシテヰルノデアルガ、コレマデノ我国ノ文法ハ仮名デカイタモノニヨリ、
シカモソレハ歴史的仮名使ヒニヨツテヰルノデアル。ソレ故 kakō ト発音シナガラ 書かう ト
書クノデアルシ、又 omō ト発音シナガラ おもふ トカイテ は行ノ活用トシテヰルノデアル。
四段ノ未来形モコレマデノ書キ方ニヨレバ か ま ら 等将然形ニ う ヲツケタト説明ス
レバヨイノデアル。 
若シ発音主義ヲ徹底サセヨウトスルナラバ先ヅ五十音図ヲソノママニシテオクワケニハイカズ
コレヲ現代ノ発音ノ通リニ直サナケレバナラヌ。即チ 
  わ行    わ い う え お 
  だ行    だ じ ず で ど  或ハ ざ行ヲ（ざ ぢ づ ぜ ぞ） 
  は行    わ い う え お 
シカシ 書こう トカイテモ実際ノ発音通リニハナラヌ。１．若シ純粋ノ発音通リニスレバ次ノ
ヤウナトリアツカヒ方ガアル。即チ かこ 等ヲ未来形ノモトトシ、コレニ お モシクハ ー 
ヲ加ヘテ未来形トスルカ、或ハ 書こお、書こー ノ如ク全体ヲ示シテ未来形トスルカデアル。
以上ハ四段活用デアルガ、ソノ他ニ於テモ例ヘバ みよお ト全体ヲトルカ、 
       見＝よお（或ハ よー） 
或ハ     見よ＝お（或ハ ー）トナル。全体ヲ一ツノ活用形ト示スナラ便利デハアルガ
助動詞ノツケ加ツタモノト云フ見地カラハ、不都合トナル。み＝よお（よー）ヲツケタ形は四
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段活用ニ於テハ お（或ハ ー）デアル。ツマリ未来ノ助動詞ハ二ツノ形ニナツテ現レテヰル
ノデアル。みよ＝お（或ハ ー）ヲツケタノハ未来ノ助動詞トシテハ四段ノ形ト同ジデアル。
カヤウニ三ツノ（2-7）トリアツカヒ方ガアルガ便宜上全体ヲ以テ一ツノ形トシタ方ガ都合ガヨ
カラウト思フ。トニカクカヤウナ発音主義ニヨルコトハ必ズシモワルクハナイガ、カクスレバ
コレマデトハ根本的ノ相違ガアルノデ、ソノトリ扱ヒ方モ改メネバナラナイ。 
尚一ツ口語ノ用言ノ活用形デ問題ニナルノハ助詞ノ て（思つて 行つて 等ノ て）ト続ク
活用形デアル。コレモ口語ノ四段動詞ニ限ラレテヰルノデアルガ、所謂音便ヲスルノデアル。
即チ さ行以外ヲノゾイテハ皆、 
   書いて   立つて   思つて（思うて）  とんで 
ノ如クナル。カヤウナ音便ハ文語ニモアルガシカシ音便デナイ連用形ヲ用ヒル場合モアルノデ
アル。ソレ故コレラヲ皆連用形ノ音便形トシテモヨイノデアル。トコロガ口語ニ於テハイツモ
音便ノミガ現レテ、モトノ連用形ハ決シテ現レナイ。ソレ故コレヲ連用形ノ音便デアルト云フ
ノハ事実ニ反スルノデアル。ソレ故コレハコレダケノモノトシテ独立サセテオク必要ガアルノ
デアル。シカラバコレヲドウトリ扱ツタラヨカラウカ。て ノツイタソノママノ形ヲ連用形ノ
一ツトシテミトメテオクノモソノ一ツノ方法デアル。シカシ、コノ形ハ て ニツク場合ノミ
デナク た ニツク場合モ同ジデアル。ソノ点ニ於テ て ヲ除イタノコリノ形ヲ活用形トス
ルノガ一般ノ精神ニ適フト思フ。サウスルト 
   書い  立っ  思っ  飛ん 
トナル。コレハ一見奇妙デアルガ、シカシ 行か ナル活用形モコレヲ（2-8） 
  １．条件形、否定形、未来形、 
単独ニ用ヒラレルワケデハナイノデアルカラ、上ノモノモ活用形トシテモ差支ヘハナイ。ソシ
テコノ活用形ニ た ヤ て ガツク。但シ が行ノモノ、及ビ ん ノ下ハ濁音ニナルト説
明スレバヨイ。シカシ 行か ニ比シ不自然ニキコエル。ソレハ か ハ音トシテハ終ツテヨ
イ音デアルガ、以上ノモノハ音トシテハ言葉ノ終リニアラハレヌ音デアルカラデアル。ノミナ
ラズソノ意味ノ上カラミテモソレダケヲ切リハナシテ用ヒラレルコトガナイノデアルカラデア
ル。但シ活用形ヲタテタ理論ノ上カラハ少シモ非難スベキ点ハナイノデアル。ココニ於テ吾々
ハ日本ノ活用形ヲタテタ原則ノ不自然サニ思ヒ到ラザルヲ得ナイノデアル。 
即チ活用形ハ前ニモノベタ通リソレ自ラアル意味ヲモチ、役目ヲモツモノト、単ニ辞ニツヅク
タメニ用ヒラレテ、ソレダケヲキリハナシテハ、ドンナイミヲモツテヰルカワカラヌモノモア
ルノデアルガ、カヤウナモノヲスベテ一緒ニシテ活用形ヲタテタノデアル。ツマリ実際ニ於テ
単独ニアラハレヌモノヲ活用形トシテタテタカラデアル。ソレ故モシソノ不自然サヲ除キ去ラ
ウトスルナラバ実際ノ言語ニ用ヒラレテ、ソレダケデアルイミヲ有ツ形デアルモノヲトルヨリ
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他ハナイ。モシコノ方針ニ従フナラバ文語ノ将然形ハ 行かば、行かず、行かむ ノ如キモノ
ヲアゲテ夫々ニ名ヲ与ヘ１．行か ヲソレラノ語基デアルト認メナケレバナラヌ。 
連用形以下ノ活用形ハ文語デハソノママ用ヒラレルコトガアルカラ、コレハソノママニシテオ
イテヨイノデアル。但シ命令形ハ よ ヲツケタ形デアラハサナケレバナラヌ。（2-9） 
  １．口語ニハ なり系ハナイ 
口語ニ於テハ連用、終止、連体、命令ハ単独ニ用ヒラレルガ、将然ト已然ハ単独ニ用ヒラレナ
イカラ、他ノ否定形及ビ条件形ヲ使用シ、将然、已然ニ当ルモノハ否定形及ビ条件形ノ語基ト
シ又 て ノツイタ形モソノママ出シテオキ、ソノ語基カラ助動詞ノ た ニツクコトモアル
ト示セバヨイ。カウスレバカナリ不自然サガトレルト思フ。カウデモシナケレバヤハリ口語ニ
於テハサキニアゲタヤウナ形ヲ一ツノ活用形トシテ認メテモ仕方ガナイワケデアル。 
カヤウニシテ得タ各活用形ノ全ク同ジモノヲ同ジ形式ノ活用トスルナラバ、用言ノ活用ハ文章
語ニ於テハ十一種トナルノデアル。（動詞九種、形容詞二種）、モシ形容動詞ヲ用言ノ一種トシ
テコレニ加ヘルトスレバソノ活用ハ文章語ニ於テハ大体四段活用ニ同ジデアルカラソレニ入レ
テヨイ。唯各活用形ノ用法ハ動詞ホド自由デハナイ。トコロガ現代ノ口語ニツイテミルト か
り系デハ よから（う）、よかっ（た）、よかり（さう）ダケシカナイ。 
なり系ハ のどかなら（う）、のどかだっ（た） のどかだ のどかな 等ノ特殊ノ活用ガアル。
１．故ニ特別ナ活用トシテミナケレバナラヌ。シカラバコレヲドウトリアツカフベキカ。イミカ
ラ云ツテモ形容詞デアル上ニ、活用カラモ な ト た トノ二行ニワタルカラ形容詞ノ種類
ニ入レテヨイト思フ。 
日本ノ用言ニハ活用ガアル。即チ語形ガ変化スル。コレハ例ヘバ支那語ノヤウナモノト比ベテ
ミルト全然チガフノデアリ、支那語デハ（2-10) 
  1.  give   gave   2.  amo(I love),  amat(he loves) 独立ナ、主語ヲアラハス語ガ現レヌ。 
  3.  amare(to love)  amans(lovinng)  amatus(loved) 
ドンナ場合ニモソノ動詞ガ形ヲカヘルコトハナイノデアル。西洋ノコトバト比ベテミルト、日
本ノ用言ニ当ルモノハ即チ動詞デアル。日本デハ動詞ト形容詞ト二ツニワカレテヰルガ西洋ノ
形容詞ハ日本ノソレト根本的ニ性質ガチガフノデ、叙述スル力ハ西洋ノ形容詞ニハナイノデア
ルノデ動詞（be)ノ力ヲカリル。シカルニ日本語ニ於テノ形容詞ハ叙述ノ力ヲモツテヰル。ソレ
故日本語ノ形容詞ハ動詞ノ性質ヲ有ツテヰルト云ツテヨイノデアル。西洋ノ動詞ハ、語尾アル
ヒハ語体１．ガ変化スル。西洋ノ動詞ノ変化ハ古代ノコトバニ於テ特ニ著シイノデアルガコレヲ
二ツニワケテヰル。一ツヲ finite verb（定動詞）、一ツヲ infinite verb（不定動詞）デア
ル。定動詞ト云フノハ主語ノ観念ニ伴ツテヰルモノデアリ、古代ノ語ニ於テハソレガ主語ノチ
ガヒニヨツテ語尾ノ形ガチガフノデアル。２．近代ノコトバデハ語尾ノ形ノチガフモノモアルガ、
― 16 ― 
アル主語ヲアラハス名詞代名詞ナドニイツモ伴ツテアラハレテクル。コレハ結局カウシタモノ
ヲ伴ハヌト叙述ガ出来ナイカラデアル。カヤウナモノニ当ルノハ日本ノ用言ノ変化ニハミラレ
ヌノデアル。 
トコロガ西洋ノ動詞ニ主語ノ観念ノ伴ハヌモノガアル。コレガ不定動詞デ infinitive ヤ 
participle（過去分詞）ヤ gerund（現在分詞）ナドデアル。３．カヤウナ場合モ主トシテ語尾ノ
変化デアラハスノデアル。人称ノ差ニヨッテ変化スル他ニ tense（時）mood（法）voice（能動 
所動）ナドニヨツテ変化スルノデアル。カヤウナ変化ハ近代デハ西洋語デモ助動詞ヲカリルコ
トガ多クナツタガ、日本語デハ主トシテ助動詞ニヨツテアラハスノデアル。 
日本語ノ用言ノ語形変化ハ西洋語ニ比ベルトムシロ不定動詞（2-11） 
  １．Ｍagyar 語、トルコ語 etc.   ２．大きな モ特別ナ形容動詞トスレバヨイ。 
ニ当ルモノデアル。而シテ文章語ニ於ケル連体形ハ participle ニ又 infinitive ニ当ルノデア
ル。カクミルトヤハリ日本語ハウラルアルタイ語族ニ属スルモノ１．ト大体ニ於テ近イノデアル。 
 
  （三）副詞・接続詞及ビ連体詞（副用言） 
コレハ何レモ独立詞デアル。イミカラ云フト他ノコトバノイミヲ修飾シ、又ハ他ノコトバニ接
続サセルノデアル。ツマリ共ニ他ノコトバヲ予想シテヰルモノデアル。ソノイミデ他ノ語ニ依
存スルモノデアルト云ハレルノデアル。ソノ形ハ変化シナイ。コトバノ切レ続キカラ云フトイ
ツモ他ヘ続クノデアル。カヤウナ諸点デ副詞ト接続詞トハ共通スルカラ、コレヲヒトマトメニ
シテ、副用言トデモ名ヅケ、体言、用言ナドト対立サセテモヨイノデアル。 
ココニ問題ガアル。ソレハ体言ヤ用言ニ対スルモノトシテ樹テタ副用言ハ、副詞ト接続詞ダケ
デヨイカドウカト云フ問題デアル。山田氏ハ副詞ト云フ名目ヲ広クシテ、副詞接続詞ノ他ニ尚
感動詞ヲモ含マセテヰルノデアル。シカシ感動詞ヲ入レルノハ疑ハシイ。鶴田氏ハ連体詞ト云
フモノモ副用言ノ中ニ入レタ。連体詞ト云フノハ体言ヲ修飾スルコトバデ、此の、その、きれ
いな、大きな、ナドヲモ収メタノデアル。コノ中 きれいな、ノ類ハ きれいだ ノ類ト共ニ
形容動詞ノ中ヘ入レタ方ガヨイ。２．ソシテ（2-12） 
  １．あらゆる、いはゆる ハ形ノ上デ孤立。ある ハ意味ノ上カラ孤立。 
  ２．松下氏ハ普通ノ形容詞ヲ動詞トシタ。 
此の、その ナドハ古クハ こは、そは、こを、そをノ如ク、こ、そ ダケヲ独立シタ体言ト
シタ例ガアルガ後世ニ於テハ独立シテツカツタ例ガナイカラ この、その ヲ一語トミルベキ
デアル。コレヲモシ一ツノ単語デアルトスレバヤハリ一ツノ独立詞デアッテ、イツモ他ノコト
バヲ修飾シ、イツモイミガ他ノモノニ続イテユクノデアル。ソレ故副詞トカ接続詞ト同ジモノ
ニ属スベキデアル。この、そのノ他ニモ いはゆる、あらゆる、或る１．ノ如キモ、ソノ成リ立
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チカラハ活用シタコトバノ一ツノ活用形デアルガ、ソノ用法意味ガ限ラレテ、他ノ形カラハ独
立シテヰル。アルヒハ他ノ形ガミナ滅ビテコレダケガ残ツテヰルノデアルカラ、ヤハリ この、
そのナドト同ジク、イツデモ他ノコトバニ続イテユクノデ、イヅレモ副用言ノ中ニ入レルベキ
デアルト思フ。コノ種ノコトバハ、コレマデ行ハレテヰル普通ノ品詞分類デハドコニモ入レル
コトガ出来ナイノデ、モシ従来ノ品詞ワケヲ大体ニ於テミトメルトスルナラバ別ニ一ツノ品詞
ノ類ヲツクツテソレニ入レルベキデアル。コノ種類ノモノヲ松下氏ハ形容詞トナヅケタ。２．コ
レハ西洋デノ ajective ノ意味デアル。安田氏ハ副詞ノ類ニ入レタ。 
副用語ニ当ルモノハ古クハアマリ注意セラレナカツタ。富士谷成章ガ其ノ他ノモノト共ニ挿頭
ト名ヅケテ、名（体言）、装（用言）、脚結（助詞、助動詞ナド）トニ対立セシメタノガ珍ラシ
イ位ノモノデアル。西洋ノ文典ニ接スルニ及ンデ副詞接続詞ナドノ品詞ヲ樹テルニ至ツタノデ
アル。シカシコレラノ種類ノコトバニツイテ詳シク研究スルヤウニナツタノハ山田氏以下ノコ
トデアル。 
山田氏ハ日本文法論ニ於テ副詞ヲ次ノ如クニワケタノデアル。（2-13） 
  １．副詞、接続詞、感動詞ヲ含ム。   ２．陳述語 
                            情態副詞 
                      属性副詞 
                語の副詞        程度副詞 
          先行副詞        陳述副詞 
      副詞        感応副詞 
       １． 接続副詞 
陳述副詞ト云フノハ をさをさ、よも、実に、けだし、若し ノ如ク、陳述ニ対シテ inf.〈影
響〉ヲ及ボスモノデアル。２． 
程度副詞ト云フノハ すこぶる、いと、はなはだ ノ類デ、副詞又ハ形容詞ニツイテ、ソノ程
度ヲ示スモノデアル。 
情態副詞ト云フノハ 明か（に）、はるか（に）、しずか（に）、ちりぢり（に）、とりどり（に）、
悠 （々と）、泰然（と）ノ如ク情態ヲアラハスノデアル。コノ種類ノモノハ 明かの、はるかの、
ちりぢりの ノ如ク の ヲツケテ体言ヲ修飾スルコトガアルト（2-14） 
共ニ、又大部分ハ なり、たり ヲツケテ述語トナルコトガデキルモノデアル。カヤウナ点デ
他ノ種類ノ副詞カラ区別ガデキル、ト云フノデアル。 
安田氏モヤハリ副用言ニ分類ヲ試ミテヰルガソノ中デ副詞ニ関スルモノハ名ハチガフガ大体ニ
同ジデアル。 
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                    実質副詞 
            実質修飾副詞 
      副格副詞          形式副詞 
  副詞        叙述用式副詞 
      連体格副詞 
連体格副詞ハ この、いはゆる ナドデ普通ノ副詞ニ入レラレテヰナイモノデアル。 
形式副詞ニハ いと、やや ノ如キモノガ入ル。コレハ実質副詞ヲ修飾スルコトガアルガ、自
身ハ他ノコトバニヨツテ修飾セラレルコトノナイノガ特質デアルト云ツテヰル。 
ココニ問題ニナルノハ 遥かに、ほのかに、堂々と ト云フヤウナ副詞即チ山田氏ノ情態副詞
トナヅケ安田氏ガ実質副詞ト（2-15）ナヅケタモノノ、ドコマデヲ一語トミトメルカト云フコ
トデアル。即チ全体ヲ一語トスルカ、或ハ に ヤ と ノナイモノヲ一語トスルカノ問題デ
アル。大槻氏ハコレラノツイタモノヲ以テ副詞トシテヰルノデアル。山田氏ハ に ヤ と ノ
ナイモノガ副詞デアルト考ヘテヰルノデアル。ソレハ平安朝ノモノニ 追々寒くなり行けば 
トスルカト思ヘバ 追々にうちのことどもはしけむ トアリ、又大方に云々 トアルカト思フ
ト 大〈「一」を訂正〉方床を云々 トアリ、又 つくづく思ひ居たり トアルカト思ヘバ つ
くづくと云々 トアツテ、と ヤ に ノナイモノモアリ、又一方ニ と ヲツケテ用ヒラレ
テヰル。又 かりそめのかくれが、おほかたの海、うたての仰せ ト の ヲツケタモノモア
ル。故ニ と ヤ に ガナクトモ一ツノ単語デアルトシテヰルノデアル。コノ説ハ道理ノア
ルヤウニ見エル。実際 に ヤ と ガナクテ現レルモノハ、に ヤ と ノナイモノヲ一ツ
ノ単語トミトメ其ノ に ヤ と ハ助詞ノツイタモノトミテヨイノデアル。トコロガ かり
そめに、つひに、まれに ト云フヤウニイツモ に ト云フコトバガ着イテヰテ単独ニ用ヒラ
レルコトノナイモノハ例ヒ、かりそめの、つひの、またの ト云フ如ク の ニ伴ツテ現レル
コトガアツテモヤハリ に マデヲ一ツノ単語ト認メルノガ穏当デハナカラウカト思フ。而シ
テコノ種類ノモノハ大部分形容動詞トナルコトガ出来ルモノデアル。但シ つひ ダケハサウ
デハナイ。 
形容動詞ハ前ニノベタ如ク用言ノ一種トシテ、ソノ と ヤ に デ終ル形ヲソノ一ツノ活用
形（連用形）デアルトスルナラバコノ種類ノ詞ノ大部分ハ副詞デハナクテ（2-16） 
形容動詞デアルト云フコトニナル。モシコレヲ形容動詞トシテトリアツカフナラバ に ヤ 
と ノナイ形ガソノ語幹トナリ、ソレニ に、なり、と、たり（口語デハ に、で、な、だ ナ
ド）ガ語尾ニナル。従ツテソノ語幹ナル はるか、かりそめ ナドガ独立シテ用ヒラレヌコト
モ合理的ニ説明デキルノデアル。シカラバソノ語幹ニ の ノツイタ形ハ如何ト云フニ、ソレ
ハ動詞ナドニハサヤウナ形ハアリウベカラザルモノデハアルガ、形容詞ニ於テハコレニ当ル形
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ガアルノデアル。即チ形容詞ノ語幹ハ の ニ接シテ用ヒラレル。例ヘバ 面白の春の景色や 
ダノ 心なの春雨や ノ如キデアル。又 こともおろかや ノ如ク おろか ニ や ナル助
詞ヲ用ヒルノハヤハリ形容詞デモ 面白や ト云フ形ガアルノデアル。形容詞ニ於テハ語幹ノ
用法トシテカヤウナコトガ説明セラレテヰルノデアル。サスレバ形容動詞ニ於テモコレト同様
ニソノ語幹ガカカル場合ニ用ヒラレルト説明スレバ其レデヨイノデアル。モシカヤウニ に 
ダノ と デ終ル副詞ノ大部分ガ形容動詞ノ活用形ノ一ツトシテ用言ノ中ニ入ルトスレバハジ
メカラ副詞トミルベキコトバハ非常ニ少クナルノデアル。 
残ルモノハ 先づ、つまり、やがて、ふだん、しばし、しばらく、忽ち、時々、折々、遂に ナ
ドデアリ、コレラハ用言ヲ修飾スルノガ常デアルガ時ニハ の ト接ゾクシテ、先づの人、し
ばしのわかれ ト云フヤウニ用ヒルコトモアル。に デ終ル副詞ハソノ代リニ の ヲツケテ 
遂の云々ノ如ク体言ヲモ修飾スルノデアル。（2-17） 
  １．山田氏モ安田氏モ共ニ三ツニワケテヰル。 
次ニ いと、やや、甚だ 等（山田氏ノ程度副詞）ハ他ノ副詞ヲ修飾スルコトガアル。例ヘバ 
いとしばしば、ややしばし ノ如クデアル。又 やや北、ノ如ク特殊ノ体言ヲモ修飾スル。又
コノ類ハ他ノ副詞ニ修飾セラレルコトハナイノデアル。カヤウナ特徴カラミテコレラノモノハ
一ツノ類トシテヨイノデアル。又述語ニ或種ノ制限ヲ要求スル副詞ガアル。例ヘバ 決して（打
消）いさ（打消）いかで（反語）けだし、よも、恐らく（推測）もし（仮設）たとひ、よし、
よしや（仮設条件）ノ如クデアル。カヤウナ種類ノモノハ他ノ副詞ニ修飾セラレルコトハナイ。
故ニコレモ一ツノ類トタテテヨイノデアル。カク考ヘテミルト副詞ヲ三ツニワケテアルノハ道
理ニカナツタコトデアル。１． 
次ニ接続詞デアルガ山田氏ハコレヲ副詞トミトメテ、接続副詞トヨンデヰル。ケレドモ され
ど されば しからば ノ如キハ さあれば さあれど、しかあらば ト云フヤウニナルトテ
副詞トハトリアツカツテヰナイ。安田氏モ同様デアル。コレラノコトバハ文語デハ さりとも 
ナドノ如ク、カナリ自由ニ使ハレ、ソノイミモ普通ノ動詞ノ如ク さ思ふに ナドノ如クデア
ルカラ、コレヲ特別ナモノトハミトメナイデ動詞ト同ジヤウナモノトトリ扱フノモ理由ガアル
ト考ヘラレル。ソレカラ 但し トカ 尤も トカ（書を読み）又（字を習ふ）（2-18） 
  １．紙及び筆 ハ必ズシモ述語ヲ予想シテヰナイ 
（書を読み）且（字を習ふ）ノ如キハ用言又ハ述語的ナモノニツヅイテコレヲ修飾スルノデア
ツテ、ソノ修飾セラレルモノハアル特別ナ語デナクテムシロ文全体ヲ修飾スルモノデアツテモ
ソノ性質ニ副詞ト根本的ナチガヒハナイノデアル。ソレ故コレヲ副詞ノ一ツトシテモヨイノデ
アル。トコロガ 紙及び筆、紙ならびに墨 ノ如クニナルト語ト語ヲ接続スルモノデ副詞トハ
類ヲコトニスルモノデアル。安田氏ハコレニ対シ、コレラハ体言ノ間ニ入ツテヰルモノデアル
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ケレドモ、ソノ体言ハ主語トナツタリ補語トナツタリシテ結局述語ニナツテヰルノデ、ソノ運
用ニ関スル語デアル。コレラノコトバハ結局述語ニツイテ、ソノツヅキ様ヲ修飾スルノデアル
カラヤハリコレハ副詞デアルト解シテヰル。シカシ果シテ斯様ナ場合ニイツデモ述語ヲ予想ス
ルカドウカハ極メテ疑ハシイ。１．モシコレラガ副詞ト認メラレヌトスルナラバ、別ニコレヲ修
メルトコロガナイカラヤハリ別類トシテ樹テナケレバナラヌ。然ラバコレヲドンナ特徴ニヨツ
テ他ト区別スベキデアルカト云フト、語ト語トノ直接関係ヲ示スタメニ特ニ加ハルコトバデア
ルトデモ云フベキカト思ハレル。 
次ニ 此の、その、いはゆる、あらゆる ノ類ノモノハ連体詞トモ云フベキモノデアルガ イ
ツデモ体言ニツイテコレヲ修飾スルト云フ点ニ特徴ヲ有ツテヰルノデアル。尤モ普通ノ副詞デ
モ体言ヲ修飾セヌコトハナイ。やや北 ノ如キデアル。シカシコレハ極メテ少数ノ特別ノ（2-19）
体言ニ接スル。サモナケレバ の ヲツケテ体言ニ続クノデアルガ の ヲツケレバドンナ副
詞デモツヅクノデハナクテソノ中ノ或ル一種類（しばし、遂に、類）ニ限ラレテヰルノデアル。
トコロガスベテノ連体詞ハドンナ体言ヲモ修飾シ、スベテノ副詞ハドンナ用言モシクハコレニ
準ズベキモノヲモ修飾スルノデアル。コノ点デ二ツノモノヲ区別スルコトガ出来ヨウト思フ。 
以上述ベタトコロニヨリ、副詞接続詞ニ連体詞ヲ加ヘテ、一ツノ副用言トモ云フベキ類ヲタテ
ルコトモ出来ルノデアツテ、コレガ体言、用言ト云フヤウナ種類ニ対立スルモノデアル。而シ
テ副用言ハ語形ガ変化セズ、又イツモ他ノモノニ続ク詞デアツテ、ソノ中ニ用言ヲ修飾スルノ
ヲ常トスル副詞ト、イツモ体言ヲ修飾スル連体詞ト、語ト語トノ連続ヲ示スタメニ加ハルトコ
ロノ接続詞トノ三ツニワケルコトガ出来ルノデアル。 
 
  （四） 感動詞 
感動詞ハイミカラミルト、感動ノ情ヲアラハスユヱ、又応答呼掛ノコヱデ、コレハ意識内容ヲ
分析セズ総合的ニアラハスモノデアル。コレハ詞デアツテ、他ノコトバニ従属スルコトモナク、
又他ノ詞ニヨツテ従属セラレルコトモナイ。独立シ、孤立シテヰル（2-20） 
  １．独用言ト云ツテヨカラウ 
ノデアル。イミノ上デハ他ノコトバト関係ハアルニシテモ、ソレハ漠然ト意味ガツナガツテヰ
ルダケデアル。切レ続キノ上カラ云フト勿論ツヅクノデハナイ。切レルト云ツテヨイノデアル。
唯用言ナドデ云ヒ切ツタ場合ノヤウニソコデピツタリ切レル感ジノ伴ハヌヤウナノハ、緊張シ
タ感ジヲ伴フカラデアラウト思フ。返事ノ如キニハサウシタ切レタ感ジガ伴フノデアル。カヤ
ウナワケデアルカラ感動詞ハ用ヒ方ノ上カラハムシロ孤立的ナコトバデアリ、切レ続キノ上カ
ラ云ヘバイツモ切レル言葉トシテ他ノ種類ノコトバニ対シテ、独自ノ位置ヲ有ツテヰルモノデ
アル。１． 
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山田氏ハ感動詞ヲ普通ノ副詞接続詞ト共ニ氏ノ所謂副詞ノ中ニ入レテヰル。山田氏ノ副詞ハ副
用言ノイミデツマリ他ノコトバニ依存スルイミデアルカラ、氏ハ感動詞ノ独立性モシクハ孤立
性ヲ認メナイデイツモ他ニ依存スルトシタノデアル。コレハ今自分ノノベタモノトハ大イナル
相違ガアル。山田氏ハ副詞ノ中ニ語ノ副詞ト文ノ副詞トヲ分ツノデアル。ソシテ文全体ヲ修飾
スルモノヲ感応副詞（うべ、いな、ソノ他、感動詞ノ類）トナヅケタ。コレラハ一ツノ文章ヲ
総括シテソノ要点ヲ指示シタモノデアツテ、イハバ次ニ来ルベキ文章全体ノ縮図デアル。コノ
種ノコトバニヨツテ先立タレタ文章ハ唯コレラノコトバノイミヲ展開シ、明瞭ニシ、フエンシ
タモノデアル。カヤウナモノコソ文章全体ノ修飾語ト云フベキモノデアル、ト説イテヰルノデ
アル。又、コレハ思想全体ノ傾キヲ予示シ、又ハ（2-21）思想ヲ喚起スルニ用ヒ、文全体ニ関
スルモノデアツテ云々ト云フ。モシカヤウナモノナラ下ノ文ヲヨビ起スモノデアツテ独立シタ
モノデハナイコトモアル。モトヨリ、うべ ノ如キハ文全体ニ関シテヰルガ、感動詞ノ如キハ
サウデハナイ。ソレダケデ一ツノ文ト同ジカチヲ有ツテヰルモノガ多イノデアツテ単独ニアラ
ハレルコトガシバシバアル。ソノ場合ハ下ノ文ヲ略シタワケデハナイ。ソノ次ニ文ノ続ク場合
モ少クハナイガ、シカシソレハ特別ナ部分ガ加ツタノデ、感動詞ハソレダケデ一ツノ文ヲナス
モノト考ヘテヨイモノト思フノデアル。（2-22） 
 
  （五） 助動詞 
   １．父なり、君なり ﾉ なり   ２．父たり、君たり ﾉ たり 
辞の中デコトバノ切レ続キヲ区別シテ示スモノ即チ活用ノアルモノヲ助動詞ト名ヅケル。助動
詞ノ範囲及ビ取扱ヒニツイテハ色々説ガアル。ソノ範囲ニツイテハ なり､１．たり､２．如し ヲ
助動詞ニ入レルカ否カノ問題ガアル。コレニツイテハ山田氏ヤ安田氏ハコレヲ助動詞トミナイ
デヤハリ なり、たり ヲ あり ナル動詞ノ一ツノ用ヒ方トミトメ、如し ヲ形容詞デアル
トミトメテヰルノデアル。カヤウナ取扱ヒ方ハ語源的ニハ正シイ。ケレドモ現在ノ文章語ニ於
テハドウカト思ハレル。口語デハ、なり、たり ニ当ルノハ だ デアリ、如し ハ やうだ 
デアル。コレラニ至ツテハ正シイトハ思ハレナイ。殊ニ 如し ト云フヤウナコトバハ濁音デ
始マツテヰルノデアツテ、ソノ形カラミテモ、古クカラ決シテ独立シテヰタモノトハ思ハレナ
イノデアル。シカシコノ類ノモノヲ助動詞デアルトミトメルニシテモ、他ノ助動詞トハ性質ガ
チガフ。即チ他ノ助動詞ハスベテ動詞ニノミツクノデアルガコレラハ動詞以外ノモノニツク。
ノミナラズ たり ノ如キハ名詞ニハツクガ動詞ニハツカナイノデアル。故ニコレヲ助動詞ト
ミトメルニシテモ、他ノモノトハチガツタ種類ノモノトシナケレバナラナイ。 
次ニコレ以外ノ助動詞ハイツモ動詞ニバカリツクノデ、動詞ガナケレバ決シテアラハレテクル
コトガナイ。コノ種類ノモノハ普通ニ助動詞トミトメラレテヰルノデ、即チ一ツノ単語トミラ
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レテヰルノデアル。トコロガ山田氏ハコレヲ用言ノ複語尾デアルトシテ単語トシテノ資格ヲ認
メナイノデアル。コレハ何故カト云フト、コレラハイツモ動詞ノ下ニツイテソノイミヲ補足
（2-23） 
  １．見給ふ ノ 給ふ ノ如キハ動詞トシテノ性質ヲ有ツテヰル点デ西洋ノ助動詞ニ近イ。 
スルモノデアル。結局ソレ自身独立性ニ乏シイノデアツテ、接尾辞（接尾語）トノ間ニアマリ
ハツキリシタ性質上ノチガヒガナイモノデアルカラデアル。シカシ接尾辞ノ場合ニハソレノ付
ゾクスルコトバガ限ラレテ居リドンナコトバニ自由ニツクト云フコトガ出来ナイ。ソレニ対シ、
助動詞ハドンナコトバニモ規則的ニツクノデアル。カヤウナ点デコノ二ツノモノヲ区別スルコ
トガ出来ル。全体助動詞ト云フ名ハ西洋ノ文典カラキタノデアルガ、西洋ノ文典ノソレハ補助
動詞ト云フヤウナイミデ、ツマリ動詞ヲ補助的ニ用ヒタト云フ性質ノモノデアル。ソレ故独立
シタ動詞トシテノ性質ガカナリ多ク残ツテヰルノデアル。 
日本ノ助動詞ハコレニ比シ甚ダ独立性ガ少イ。ソレハ 
第一ニハ西洋ノ語デハ助動詞ト動詞トノ間ニ他ノコトバヲ入レルコトガ出来ルノデアル。シカ
ルニ日本語デサウシタ現象ハナイ。 
第二ニハ西洋ノコトバデハ助動詞ダケヲ用ヒルコトモ出来ル。シカシ日本語デサウ云フ現象ハ
ナイ。 
第三ニハ西洋語デハ動詞ト助動詞トノ順序ヲ逆ニスルコトガ出来ルガ日本語デハサウ云フコト
ハナイ。 
カヤウニ西洋ノ助動詞トハ性質ガチガツタ点ガアルガ、シカシ動詞ニツク助動詞ガ西洋ノ助動
詞ニ相当スル場合ガ多イ。トコロガ動詞以外ノモノニツヅク助動詞ハ西洋ノ語ニ対セシムレバ
動詞自身（少クトモ補フベキ他ノ動詞）ニ相当スルノデアル。１． 
次ニ助動詞ノ活用形式ハ大体ニ於テ用言ト同ジデアル。（2-24） 
  １．命令形ニ な ヲ認メヨウトスル人ガアルガ、な ハ助詞デアル。 ２．岡沢氏ノ如キハコレラヲ助詞トミル。 
シカシ又同ジクナイモノモナイデハナイ。而シテソノ活用形ノ欠ケタモノモ少クナイ。ソレカ
ラ活用形ノ用法モ制限セラレテヰルモノガ随分アル。例ヘバ、使役ノ す、さす 受身ノ る、
らる 完了 つ ノ如キハ下二段ニ同ジク、打消ノ ざり 過去ノ けり 完了ノ たり、り 
ハ ら変ト活用形ガ同ジデアル。シカシ打消ノ助動詞 ず ノ如キハ ず ず ず ぬ ね１．
ト活用シテヰル。過去ノ き ハ き、し、しか ト活用スルト云フガ如キデアル。トコロガ
ココデ注意スベキハ助動詞ニ活用ガアルト云ツテモ活用セヌモノガアル。例ヘバ じ、らし（中
古ニ於テハ）ノ如キデアル。ソコデ何故コレヲ助動詞ニスルカト云フコトガ問題トナル。２．現
代ノ口語ニモ 行かう ノ う、見よう ノ よう、行くまい ノ まい ノ如キモミナ形ガ
変ラナイノデアル。シカシコレラハ成程語形変化ハナイケレドモソノ用法カラミルト他ノ助動
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詞ヤ、動詞形容詞ノ或ル活用形ト同ジヤウナ意味デ用ヒラレルノデアルシ、ソシテ他ノ活用形
ト同ジヤウナ意味ニハ用ヒラレナイノデアル。カクノ如ク、他ノモノト比較シテ、ソレノ活用
形トスルノデアル。助動詞ニ限ラズ動詞形容詞デモ、チガツタ活用形トミトメルモノハイツモ
チガツタ形デアルノデハナイ。タトヒ同ジ形デモソノ用法或ハ役目ノ上カラシテ、他ノ種類ノ
活用形式トクラベテ、二ツ又ハ三ツノチガツタ活用形ニ相当スルモノハチガツタ活用形トミナ
スノガ活用形ヲタテル上ノ原則デアル。ソレカライクツカアル活用形ノ中デ、ソノ中イクラカ
欠ケタモノノアルコトハ往々助動詞デハ珍ラシクナイ。ソレ故（2-25） 
  １．Aktionsart（動作ノ種類） 
上ノ如キ語形変化ノナイモノモ、ツマリ活用形ノ欠ケタトコロガアルノデ、ソノ一ツ又ハ二ツ
ノ活用形ダケガアルモノトシテ差支ヘナイ。サウスルトコレラノモノハ、語形ハ変ラナイケレ
ドモ、ソノ用法ノ上カラシテ、活用ノアルモノトシテ差支ヘナイノデアル。ソレ故コレヲ助動
詞ノ中ヘ入レテヨイモノト思フ。 
助動詞ノアラハス意味ヲ考ヘテミル。 
第一ハ動詞ノアラハス動作ト、ソノ動作ヲスルモノトノ間ノ特別ノ関係（受身ヤ使役ノ場合ニ
アラハレル）。（voice) 
   子供ガ犬ヲ追フ。 
   犬ガ子供ニ追ハレル 
追フ ハ子供ガナス動作デアル。シカルニ主語ハ犬デアル。 
   人ガ子供ニ犬ヲ追ハセル 
追フ ハ子供ノナス動作デアル。シカルニ主語ハ人デアル。 
第二ハ動作ノ行ハレタリ、又動作ノ存スル時ヲアラハス。（時）（tense)  
第三ニハ動作ノ行ハレル状態、（完了、進行、存在）１． 
    アノ角ノ曲ツタ、トコロニ煙草屋ガアル。（完了） 
    書イテヰル、書ケリ、（進行） 
    知ツテヰル  知レリ  書イテアル、 懸ケタリ（存在） 
第四ハ話シ手ノ希望、意志、推量、断定。コレハ西洋語デハ mood（法）ト云フ。 
    行キタイ、 行キ度シ、 行カウ、 行カン、 行クベシ、 行クダラウ 
意味カラ云ヘバ命令モ入ルノデアルガ、日本語デハ、動詞ノ（2-26） 
  １．但シ例外ハアル。  ２．主ナ意味ニヨリ、他ノイミヲモ付加シテ説明スベキデアル。 ３．何活用カニヨル。 
一ツノ活用形デアラハスカ、或ハ禁止ノ助詞（な）ヲ用ヒテアラハス。 
第五ニハ話シ手ノ、聞キ手又ハ第三者ニ対スル態度（待遇法） 
    オ出デニナル、 イカセラル   行キマス  行キヤガル 
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第六ニハ打消    行カナイ  行カズ 
第七ニハ可能 
以上アゲタノハツマリ動詞ニダケツク助動詞ノイミデアルガ動詞以外ノモノニツク助動詞ハ、
叙述ノ力ヲ自ラ有スルノデアル。論理ノ上デ云ヘバ Copula（繋辞）ニ当ルモノデアル。シカシ 
如し ニハ叙述ノ力ノ他ニ「似テヰル」ト云フ意味モ加ツテヰルノデアル。 
助動詞ノ分類ニツイテ考ヘテミル。助動詞ハ用言ニ伴ツテアラハレテクル。ソレニハ助動詞ニ
ヨツテ用言ノアル一定ノ活用形ニツクノデアル。１．ソレ故ドンナ活用形ニツクカト云フコトヲ
標準ニシテコレヲ分類スルコトモ出来ルノデアル。又助動詞ハソレ自ラデ活用ヲモツテヰルモ
ノデアルカラソノ活用ノ形式ニヨツテモ分類スルコトガ出来ルノデアル。３． 
普通ニ助動詞ヲワケテヰルノハソノ意味ニヨツテワケテヰルノデアル。トコロガ実際ハ同ジ助
動詞ガ色々ノイミニ用ヒラレル場合ガアルノデ、コレニヨツテハ充分確カナ分類ハ出来難イノ
デアル。２．次ニ役目又ハ用法ニヨル分類トシテハ、上ニアゲタ動詞（2-27） 
  １．後ヘツヅクカ、キレルカハキマラヌ。  ２．活用連語一覧 
                           相 
                           打消 
                  動詞ニツクモノ  時   接続ノ順序 
  ３．三矢重松氏：高等日本文法           推量  ヲモ顧慮シテ 
                           希望  ヰル 
                  名詞ニツクモノ 
ニバカリツクモノト、ソノ他ニモ、或ハソノ他ニバカリ、ツクモノトニ分ツ他ハ未ダアマリ明
瞭ナモノハ出来テヰナイ。抑々助動詞ハ、コトバノ切レ続キニツイテハ主トシテ活用形ニヨツ
テ示スモノデアリ、ソレニ或ハ助詞ヲツケ、或ハ活用形ソノママデ示スノデアル。ソレハ大体
ニ於テ動詞ニ於ケルモノト少シモ違ヒガナイ。結局動詞ヲ単独ニ用ヒタモノト、ソレニ助動詞
ヲツケテ用ヒタモノトチガヒガナイノデアル。即チ特ニ助動詞ガツイタタメニ切レ続キノ関係
ガチガフト云フヤウナコトハナイノデアル。即チソノ関係ハムシロ文節内ノモノデアル。１．故
ニ切レ続キノ如何ニヨツテ助動詞ヲ分類スルコトハ出来ナイノデアル。 
ココニ一ツ新シイ見方ニ立ツタ分類ヲ考ヘテミタイ。ソレハ助動詞ガ重ネテ用ヒラレルトキノ
順序ヲ主ニシタ分類デアル。日本語デハ同ジコトバニ助動詞ガイクツモ重ツテツクコトガアル。
ソノトキドレガサキニツキドレガアトニツクカニ順序ガナイカ、コノコトニ気ガツイテソノキ
マリヲ明カニセラレタノハ芳賀矢一氏デアル。２．ソノ後山田孝雄氏ハ複語尾相互ノ承接ニツイ
テ説キ、イロイロ例ヲアゲテヰルケレドモ未ダ規則ヲタテルニハ至ラナカツタ。３．シカシ山田
氏ハ日本文法論ニ於テ助詞ヲ分類スル場合ニ、同ジコトバニイクツモ助詞ガ重ナツテツク場合
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ノ順序ヲ考慮ニ入レテ助詞分類ヲ試ミ、スグレタ結果ヲアゲタノデアル。ソレ故コノ点カラ考
ヘテ、助動詞ノ分類ヲ考ヘルコトモ無役デナイト思フ。（2-28） 
  １．り ハ動詞カラキタモノデアルガタメデアラウ。 
今過去ノ文語ニツイテ助動詞ノ接続ノ順序ヲ表ニシテミルト大体次ノヤウニナル。コノ結果ハ
三矢氏ガ述ベテヰルトコロト一致シテヰル。 
 
Ⅰ す さ 
す 
し 
む 
  
 
 
相 
Ⅱ る ら 
る 
   
Ⅲ た 
し 
た 
か 
り 
   
希望 
Ⅳ ぬ り    
 
 
 
完了（肯定ノ確定） Ⅴ た 
り∐ 
   
Ⅵ つ       
 
Ⅶ ず ざ 
り∐ 
   打消（否定ノ確定） 
Ⅷ べ 
し 
べ 
か 
り∐ 
 
ま 
じ 
ま 
じ 
か 
り 
   
 推定（肯定・否定ノ不確定）
Ⅸ け 
り∐ 
め 
り∐ 
     
 
 過去（肯定ノ確定） 
Ⅹ き け 
む 
ら 
し 
ら 
む 
む ま 
し 
じ  
∐ 印ノツイタノハ場合ニヨリソコカラモウ一度上ヘカヘルモノデアル。１．コノ中欠ケテヰル
ノハ敬語ト指定ノ助動詞デアル。シカシ敬語ノアル（2-29） 
  １．能動、所動   ２．コレハ文法ノ上ニ大切デアル。 
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モノハウケミカウチケシト一致シテヰルノデアル。ソノ他 給ふ、奉る ノ如キハ動詞トシテ
独立シウルモノデアルカラ動詞トシテノ性質ノ有ルモノデアル。カヤウナモノガ着クト順序ヲ
乱ス。指定ノ助動詞モ なり、たり ノ如ク あり ガ含マレテヰルカラ、コレラモ時々順序
ヲ乱ス。コレラハ特別ナモノトシテ省イテヰルノデアル。第Ⅰ段ト第Ⅱ段ハ、山田氏及ビ安田
氏ガ、カカル種類ノモノヲ二ツニ大キクワケタモノノ一ツニ当ル。山田氏ハ統覚ノ作用ニヨル
複語尾ト名ヅケ、安田氏ハ相ノ助動詞ト名ヅケタ。結局 voice１．デアル。ツマリコノ助動詞ガ
ツクト主語タルモノノ格（case)ガ変ツテクルト安田氏ハ説イテヰル。２． 
   子供が犬を打つ   子供に犬を打たせる（使役）  犬が子供に打たれる（受身） 
第Ⅲ段以下ハ山田氏モ安田氏モ共ニⅡ段以上ニ対立セシメ、安田氏ハ態ノ助動詞ト名ヅケテヰ
ル。シカモ第Ⅲ段ノ たし ノ類ハソレ以外ノモノニ対シテ別ナモノトシテヰル。山田氏ハ希
望ヲアラハスモノデアリ、ソノ他ハ陳述ノ情態ヲアラハスモノトシテ区別シテ居リ、安田氏ハ
格ニ関係アルモノナリトシテ、ソノ他ノモノヲ格ニ関係ノナイモノトシテ対立セシメテヰル。 
   水を飲む  「水」ガ目的格     水が飲みたし  「水」ガ主格   
ケレドモ使役ニシテモ受身ニシテモ、希望ニシテモ、ツマリコノ助動詞ヲツケルコトニヨツテ
動詞ニカカツテユク体言ノ格ガ（2-30）変化スルト云フ点ニ於テハスベテ同ジデアルトミラレ
ルノデアル。故ニ以上ヲ一括スルコトガ出来ル。ソレカラ Ⅳ Ⅴ Ⅵ ノ三段ハ普通ニ完了
ノ助動詞ト云ハレテヰルモノデアル。故ニコノ三ツヲ一括シテ完了ノ助動詞ト云ヘル。第Ⅶ段
ノ ず、ざり ハミナウチ消ヲアラハスモノデ、ソノ打消モ まじ ノ如ク不確定ナ打消デハ
ナク、確定シタ打消デアル。Ⅷ Ⅸ Ⅹ ノ三段ノ中ニハ、推測又ハ不確定ナモノヲアラハス
モノヲ総テ含ンデヰル。同時ニ き、けり ノヤウナ過去ヲアラハスモノモ含ンデヰル。ソコ
デ以上ヲマトメルト、 
第一 相ノ助動詞       Ⅰ、Ⅱ 
第二 希望ノ助動詞      Ⅲ 
以上ノ二ツハ格ニ変化ヲ及ボスモノトシテ一括スルコトモ出来ル。 
第三 完了ノ助動詞      Ⅳ Ⅴ Ⅵ  コレハ肯定ノ確定デアル。 
第四 打消ノ助動詞      Ⅶ      否定ノ確定デアル。 
第五 推定（不確実）及ビ過去ノ助動詞  Ⅷ Ⅸ Ⅹ 
肯定及ビ否定ノ推定ト肯定ノ中ノ確定トノ二ツヲ含ムノデアル。 
斯様ニマトメルト、ソノ接続ノ順序ヲ説明スルニモ都合ガヨクナルノデアリ、ソノ上意味ヤ用
法ノ上カラモイクラカマトマツテクル。ソシテ結局意味ヤ用法ノ区別ト、接続ノ順序トガ関係
シテヰルト云フコトニナル。（2-31） 
  １．意味ノコトハ辞書ノ役目デアル。 
― 27 ― 
語法ノ説明デコトバノ意味ダケヲワケルコトハサホド必要デナイ。１．ソノ意味ノ区別ガ言語ノ
構成上何カノチガヒヲモチ来スト云フ限リニ於テイミニヨル分類ト云フコトガ必要デアリ、有
効デアルノデアル。助動詞ノ互ヒニ連結スル順序ガ上述ノ如ク助動詞ノイミト関係ガアルナラ
バ、コレモ有意義デアルガ、シカシソノ連結ヲ説明スル限リニ於テダケデアツテ、ソレ以上、
不必要デアル。サウスルト上述ノ如ク五ツ位ニワケレバヨイワケデアル。ソコデ先ヅ相ノ助動
詞ト希望ノ助動詞トニ区別スル。ソシテモシソレ以外ノモノニモ論理的ニ分類シヨウトスルナ
ラ、先ヅ確定ト不確定トニワケ、更ニ確定ヲ肯定ト否定トニ二ツニワケ、肯定ヲ完了ヲ過去ト
ニワケル。ソレデヨイノデアル。 
     相 
     希望           完了 
              肯定 
         確定       過去 
     其他       否定 
         不確定 
以上助動詞ヲ連結ノ順序ト意味ニヨル分類トノ間ノ関係ヲミタノデアルガ、シカラバカカル分
類ノ仕方ガモツト他ノ分類ノ仕方ト関係ハナイカ先ヅ第一ニ活用形ニツイテ（2-32） 
考ヘテミルト、Ⅰ、Ⅱ   ハ 将然形ニ       Ⅲハ 連用形ニ 
       Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ ハ 連用形ニ       Ⅶハ 将然形ニ 
       Ⅷ     ハ 終止形ニ       Ⅸハ 連用形ト終止形ニ 
       Ⅹ     ハ 終止形ト連用形ト将然形ニ、 
ツク。コノⅧ、Ⅸ、Ⅹ ノ中過去ノ助動詞ハ皆連用形ニツク。ソレ故過去ハスベテ連用ニツキ、
推定ノ助動詞ハ終止形、連用形、将然形ニツクトイヘル。コノ中最後ノ三段ハ混乱シテヰルガ、
ソレ以外ハ、イミニヨル分類トツク動詞ノ活用形トノ分類ニモヨク相応シテヰル。ソレ故コノ
分類ハコノ方ニモサホド不都合ハナイト云ヘルノデアル。 
尚一ツカヤウナ接続ノ順序ニヨル分類（同時ニイミニヨル分類）ハ助動詞自身ノ活用トモ密接
ナ関係ヲモツ。前ニノベタ如ク助動詞ニハ活用形ノスベテ揃ツタモノトカケタモノトガアル。
連結ノ表ヲミルト、上ノ方ノモノホド揃ツテ居リ下ヘ行クホド欠ケテヰル。即チ第Ⅵマデハ全
部揃ツテヰル。ず ハ命令形 ヲ欠ク。（シカシ助詞 な ガ補フ）。ざり ハ終止形
マ  マ
以外殆ド
用ヒラレナイ。Ⅷハ殆ド欠ケタモノガナイ。Ⅸ、Ⅹハ殆ドミナ終止形以下ノ三ツノ形シカナイ。
唯ソノ中 けり ハ古クハ けら ナル将然形ガ用ヒラレタシ、めり ニハ、連用形ガアツタ。
（2-33） 
  １．現代ノ口語デモ大体ハコレト同ジデアル。  ２．コレヲ助動詞トミナイ人モアル。 
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又 まし モ古クハ ませ ト云フ将然形ハアツタガ、シカシソノ頃ハ ましか ガナカツタ
カラツマリ三ツシカナイ。じ ハ已然形ガナクテ、活用形ハ二ツシカナイ。カヤウナ点カラミ
ルトⅧ、Ⅸ、Ⅹノ中Ⅷダケハ活用形ガ全イト云フ点ニ於テ他ノモノト区別デキナイコトハナイ。
サテシカラバ上ノヤウナ事実ハ偶然カト云フトサウデハナイ。連結ノ終リニツクモノハソノ後
ヘツヅクコトガ少イカラ活用形ガ少クテヨイノデアル。 
カヤウニ考ヘテクルト助動詞ノ相互接続ノ順序ハ、助動詞ノイミニモ、又ソレガツク動詞ノ活
用形ニモ、又助動詞自身ノ活用ニモカナリ密接ナ関係ノアルコトヲ知ル。シカシ結局コレダケ
ヲ標準ニシテ（順序ダケデ）分類スレバヨイワケデハナク、他ノ標準ヲモ考慮ニ入レテ、全体
トシテ都合ノヨイ分類ヲ試ミタラヨカラウト思フ。１． 
 
甲．コレノ付属スル語ト共ニ一ツノ用言ノヤウナ働キヲスルモノデ、ツマリ用言ノ資格ヲ自身
デモツモノ、即チ動詞以外ノモノニツク助動詞。２． 
   a．動詞ノ資格ヲモツモノ  なり、たり、だ etc. 
   ｂ.形容詞ノ資格ヲモツモノ  如シ、 
乙．用言ノ意味ヲ助ケルモノ。ツマリ動詞ニノミツクモノデアル。 
   a．動詞ノアラハス動作作用ノ主デナイモノヲ主トシテアラハス力ヲ有ツモノ。 
     受身、使役、希望ノ助動詞。（2-34） 
  １．子になかれる。   ２．あの子は水が飲みたい。 
    （イ） 動作、作用ノ主ヲ、主語トシテハアラハサナイモノ。１． 受身、使役 
    （ロ） 動作、作用ノ主ヲ、主語トシテハアラハスモノ。２．   希望 
   ｂ．動詞ノアラハス動作、作用トコレニイミガ続イテユクコトバトノ関係ヲカヘル 
     コトガナイモノ。 
    （イ） 確定      完了 
           肯定      
                過去 
           否定  （打消） 
    （ロ） 不確定    （推量） 
 
  (六） 助詞 
コレハ辞ノ一種デアツテ、語形ハイツモ一定シテヰル。即チ活用ノナイ辞ヲ云フノデアル。 
ソノ意味ヤ役目ハサマザマノモノガアツテ一様ニ論ズルコトガ出来ニクイ。ソノ範囲ニツイテ
ハ色々説ガアリ、ソノ中ノ或ルモノハ他ノ品詞ニ入レラレルコトモアツタ。例ヘバ大槻氏ノ如
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キハ かな ノ如キヲ感動詞ヘ入レタガ如キデアル。シカシ今ハ大抵ソノ範囲ガ決ツテヰル。 
助詞ヲ分類スルノニソノ意味ニヨルモノモアル。シカシ（2-35） 
  １．明治時代ニハジメテノ意。近世ニハイクラカアツタ。 
  ２．犬と猿が争ふ ノ と。  ３．人が来るといふ 
同ジ助詞ガ色々ノイミニ用ヒラレルコトガアルノデソノ分類ガ混乱スル上ニ、ワケテミタトコ
ロガ言語ノ構造ヲ説ク上ニ於テハソレホド役ニ立タナイノデアル。例ヘバ落合直文氏ノ如キハ
十五ニワケテヰル。 
大槻博士ガ始メテ１．ドンナ品詞ニ助詞ガツクカヲ標準ニシテ分類ヲ試ミタ。即チ 
第一 名詞（体言）ニツクモノ 第二 用言ニツクモノ 第三 種々ノコトバニツクモノ 
トシ、尚 かな、や（詠歎ノ意ノ や）ノ類ヲ感動詞トシ、ソノ中ニ文ノ終リニノミ用ヒルモ
ノ、文ノ終リヤ中ニ用ヒルモノトノ区別ヲモミトメタ。 
山田孝雄氏ニ至ツテハジメテ助詞ソノモノノ用法職能ノ上カラコレヲ六種ニワカツタ。ソノワ
カチ方ハ原則トシテハ大槻氏トハチガツテヰルガ、ソノワケタ内容カラミルト大槻氏ノ第三ノ
モノヲ更ニ二ツニワケ、ソレカラ大槻氏ノ感動詞トミトメタモノノ中デ、文ノ終リニノミ用ヒ
ルモノヲ一ツノ類トシテタテ、文ノ中及ビ終リニ用ヒルモノニ、ソノ他ノモノヲモ加ヘテ一ツ
ノ別ナモノヲ樹テタ。山田氏ノ説明ハカナリ複雑デアルガソノ要領ダケヲツマンデ云フト 
第一 格助詞。コレハ体言ノ他ノコトバニ対シテ有ツ関係ヲ示スモノデアル。 の、が、を、
へ、に、と、２．より、から 
第二 接続助詞。コレハ句ト句トノ接続ヲ示スモノデアル。 ば、と、３．とも、ど、ども、が、
に、を、も  （口語）し、と、けれど、けれども、（2-36） 
  １．用言ノ意義ニ関セル語ニ付属シテ用言ノ意味ヲ化裁スルト説イテヰル。 
  ２．山田氏ハ副助詞ニ入レテヰルガ、コレハ係助詞ニ入レルベキデアル。  ３．音ノ上デデアル。 
  ４．コレラダケガ本当ノ間投助詞ダト思フ。  ―― ∨―― ∨――  
                             ね   ね 
第三 終助詞。コレハ文ノ終リニノミ用ヒラレテ文全体ニ色々ノ趣ヲ加ヘルモノデアル。 が、
か、かな、かし、      （口語）な、とも 
第四 係助詞。コレハ叙述語ニ意味ガカカツテヰテ、叙述力ヲ修飾スルモノデアル。 は、も、
ぞ、なむ、こそ、や、か、な、   （口語）さへ、でも、しか 
第五 副助詞。コレハ述語述部ニカカツテソノ叙述力ヲツヨメルモノデアル。１． だに、さへ、
すら２．、のみ、ばかり、まで、など、（口語）やら、だけ、ぐらゐ 
第六 間投助詞。コレハ用法ガ非常ニ自由デアツテ色々ノ位置ニ用ヰル。 よ、や、し、を、
な、（口語）ね、ぞ 
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次ニ安田氏ノ分類ハ山田氏ノソレト大体結果ニ於テ同ジデアル。唯最モ著シイ差異ハ間投助詞
ヲ認メナイデ終助詞ノ中ヘ入レテ全部ヲ五種類トスルノデアル。 
今、前ニノベタ切続キノ関係ニ就イテ考ヘテミルト、ソレハ 
第一、切レルモノ（終助詞、間投助詞） 
第二、続クモノ（格助詞、接続助詞、係助詞） 
第三、切レ続キノキマラヌモノ（副助詞） 
ナル三種類ガアルノデアルガ、第一ノ切レルモノノ中ニハ所謂終助詞ガ入ル。ソレカラ山田氏
ノ所謂間投助詞ハ、ソノ中ソコデ切レルモノガアルト考ヘラレル。３．ケレドモソレガ必ズシモ
本当ニ切レルノデハナクテ意味ハツヅクモノモアル。コレハ文章語デハ明カデナイガ口語デハ
明カニ認メラレルノデアル。それからね、そしてね、ノ場合ノ ね デアル。４．第二ノ続クモ
ノニハ色々アツテ、体言ニツイテ他ノコトバヘ続イテユクモノガアルガコレガ格助詞ニ当ル。
ソレカラ用言ニツイテ他ヘ続イテユクモノガアル。コレガ接続助詞ニ当ル。（2-37） 
  １．私にも下さい 
ソレカラ用言及ビ用言ト同資格ノコトバニツヅクベキコトバニ付属シテツヅクイミヲアラハス
モノガアル。１．コレガ係助詞ニ当ル。第三ノモノニハ副助詞ガコレニ属スル。 
カク考ヘテクルト山田氏ノ分類シタ六ツノ種類ガ切レル続クト云フコトニカナリ関係ヲモツテ
クル。ソコデカヤウナ分類法ハ助詞ノ分類トシテハ比較的正当ナモノデアルト考ヘラレル。シ
カシコマカイ点ニ於テハ同意シガタイ所モアリ、又ソノ分類ノ仕方ニツイテハ多少改ムベキ点
モアラウト思フ。ソコデコレヲ次ノヤウニ説明シタラ如何カト思フ。 
第一 終助詞 
コレハツマリコトバガ切レテ止マル てにをは デアル。コノ てにをは デ終ル文節ハ ソ
コデ終止シ完結スル。今口語デ まてよ 行くぞ 誰だい さうですとも するな ノ如キデ
アル。コノ中用言バカリニツクモノガアル。さうですぜ さうだぞ さうですとも 行くな 行
つて来な いくもの（もん）か さうですね みろ 白きかな 面白や 
コノ他ハ色々ノコトバニツク。而シテ用言バカリニツクモノハ、ソノ用言ノ如何ナル活用形ニ
ツクカハ定マツテヰル。 
第二 間投助詞 
コレハ助詞トシテハ切レルノデアルガ、ソノ文節ノイミハ必ズシモ切レナイノデアル。ソレハ
ソレガナクテモ切レル文節ニモ（2-38） 
  １．だに、さへ、すら ハ山田氏ハ副助詞ニ入レテヰルガコレヲ係助詞ニ入レルベキデアルト思フ。 
切レナイ文節ニモツク。ソシテコノ助詞ノアルナシニ関係シナイ。行って来てね、―；それが
さ、―；近江野や、 
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  夕づく日さすや岡〈川か？〉部、ぬれてを行かむ、 
  知らずとを行かむ、舟わたせを〈と〉呼ぶ、 
第三 格助詞 
イツモ意味ガ次ヘツヅキ、体言又ハコレト同資格ノモノニツク。ソシテ体言ト他ノコトバトノ
関係ヲ区別シテ示ス。  枯木の枝に花が咲く 
コレヲマタイクツカニ区別スルコトモ出来ヨウト思フ。例ヘバコトバトコトバトノ続キヨウニ
対等ノ関係カ従属ノ関係カニヨツテ区別スルコトモ出来ルノデアル。ソノ対等ノ関係ノモノヲ
連体、連用ノ二ツニワケルコトモ出来ル。 
第四 接続助詞 
コレハツヅク てにをは デ用言アルヒハコレト同資格ノモノニツクノデアル。ソシテ ソノ
用言ガ他ノ用言モシクハソレト同資格ノモノト区別セラレル。コレモ対等、従属ノ関係カラ区
別スルコトガ出来ル。 
第五 係助詞 
コレハツヅク てにをは デアツテ用言ニツヅク色々ノコトバニツクノデアル。而シテソノツ
ヅキ様ニ或ル制限ヲ加ヘル。  友人にでも頼まう、私も御同様です、 
口語デハ、は、も、こそ、さへ、でも（なりとも ノ意）、しか ノ如キガソレデアル。１． 
第六 副助詞 
コレハ自分デハ切レ続キガ明カデナイモノデアル。（2-39） 
  １．副助詞ハソレニ なり、だ ヲツケラレル。然ルニ係助詞ハソレガ出来ナイ。コレガ両者ノ鑑別法デアル。 
   私だけだ トハ云ヘルガ、私こそだ トハ云ヘヌ。 
だけ、ばかり、など、ぐらゐ ノ如キ口語ガソレデアル。コレガツクトソレト一緒ニ一ツノ体
言ノ如キモノトナル。例ヘバ 私だけが知つてゐる、三つだけ買はう、ノ如クデアル。又 私
にだけ知らせて呉れた ノ如キ用法モアル。１．カヤウナ助詞ノワケ方ハ又同ジコトバニ助詞ガ
イクツカ重ツテツク場合ノ順序ヲ説明スルニモ都合ガヨイノデアル。例ヘバ次ノ如クデアル。 
   格、係              副  係 
  私に、は           私 だけ、 は 
     さへ 
     も 
     こそ 
副助詞ハ格助詞ノ上ヘクルコトモ下ヘクルコトモアル。 
  格、係         副  格   
私 に、だけ      私 だけ、に 
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以上ノ六種類ハコレマデアゲラレタモノニ多少ノ修正ヲ加ヘタモノデアルガ、コレデアラユル 
てにをは ヲスベテ分類シツクシタカト云フト必ズシモサウデハナイノデアル。文語デハアマ
リ多クハアラハレテコナイガ口語ナドニ於テハ の ト云フ てにをは ハ例ヘバ 
   行くのが悪い、  言ふのが悪い 
ノ の ノ如キハ上述ノドレニモ入ラナイ。コレハソノツク語ニ体言ノ資格ヲ与ヘル助詞デア
ルガ、シカシ全然ソレヲ体言ニシタノデハナイ。そんなところへ行くのが悪い ノ 行く ハ
（2-40） 
  １．以上ノ如キハ Indo‐German 語族ノ participle ニ当ルノデアル。故ニ分詞助詞ト云ツテモ良カラウト思フ。 
アクマデモ用言ダカラデアル。又口語デ次ノ如キモノモ同ジデアル。 
   何處ぞへ行つた   十粁からの距離がある   向ふへ着いてからが心配だ 
ソレカラ又 
   われながら浅ましい   道々立ち乍ら食つた 
ノ如キハコレノツク語ニ副詞ノ資格ヲ与ヘルモノデアル。１． 
助詞ノ種類ノ一ツトシテカリニ分詞助詞ト名ヅケタモノヲミトメテソレヲアル品詞ノ資格ヲ付
与スルモノデアルトスルト、同ジク付属辞ニ属スル助動詞モコレト性質ノ同ジモノデアルトミ
ルコトモ出来ル。所謂助動詞ノ中デ動詞以外ノモノニツクモノ即チ なり、たり、だ ノ如キ
モノハ名詞ソノ他ニツイテ、ツイタモノ全体トシテ一ツノ用言トシテノ資格ヲモタセルコトニ
ナル。而シテソノツイタ名詞ソノ他ハヤハリモトノ性質ヲ失ハナイノデアル。コレハ丁度分詞
助詞ト同ジヤウナ性質デアル。動詞ニノミツク助動詞ハ動詞ヲ中心ニシテ云ヘバソノ助動詞ガ
ツイテモヤハリ動詞ノ資格ヲ失ハナイノデアルカラ、コレハ助動詞ガツイタタメニ新シイ資格
ガ与ヘラレルモノデハナイガコレモ同ジヤウニ考ヘテヨイト思フ。カヤウニ考ヘテクルトアラ
ユル助動詞ハスベテ用言ノ資格ヲツケ加ヘルモノト考ヘテヨイノデアル。サウスルトココニア
ラユル付属辞ヲ通ジテノ分類ガ出来ルワケデアル。サキニアゲタ助詞ノ分類ハ付属辞ノ分類ト
ミルコトモ出来ル（2-41） 
  １．アノ人バカリヲタヨル。 アノ人一人ヲタヨル。 ２．共ニ用言ヲ修飾スル 
  ３．ソレダケデ切レル   ４．広池千九郎；てにをはノ研究  ５．postposition 
ワケデアル。而シテ助動詞ハソノ分類ノ中ノ一ツノ中ニスツカリ入レラレルワケデアル。 
ソモソモ付属辞ハ詞ニ相対スルノデアリ、コノ辞モ色々ノ種類ヲ含ンデヰル。殊ニ助詞ノ方ニ
於テ然リデアル。詞ガ全体トシテ一様ニ論ジ得ヌト同ジク、助詞モ一様ニ論ジエナイノデアル。
実際助詞ノ中ノ色々ノ種類ガ、独立詞ノ中ノ色々ナ種類ニ匹敵スルモノガアル。例ヘバ接続助
詞ト接続詞、副助詞ト体言ノ副詞的用法１．、係助詞ト副詞、２．終助詞、間投助詞ト感動詞３．ノ如
キデアル。タダ格助詞ハ他ノ詞ニ於テ匹敵スルモノガナイ。コレハ西洋語デハ preposition ヤ
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名詞代名詞ノ格変化ニ匹敵スルモノデアル。カツ格助詞以外ノモノハ独立詞中ノ色々ノ種類ノ
モノト性質ヲ同ジクスル点ガアルカラ、コレヲ詞ト区別シナイデ詞ノ各類ニ入レテヨイト説ク
人モアルノデアル。４．コノ説ハ詞ト辞トノ根本的差異ヲ無視シタ点ニ欠点ガアルガ、ソレ以外
ノ点デハ非難スベキトコロガナイ。シカシコノ説ノ如クスル場合ニモ格助詞ダケハコレヲ他ノ
品詞ニ入レルコトハ出来ナイ。ソレ故広池氏ハコレヲ後置詞５．ト名ヅケテヰル。トニカク助詞
ハソノ意味モ用法モ様々デアツテ、ソレダケデ以テ詞ノ各類ト対立スルホドデアルガコレヲ用
ヒルトキニハイクツモ重ネテ用ヒルコトガアルノデ更ニソノ用法ガ複雑デアル。コノ場合ニハ
一定ノ順序ガアルノデアルガ、ソノ順序ハ大体ニ於テ前ニ（2-42）アゲタ助詞ノ種類ニヨツテ
説明スルコトガ出来ルノデアル。カヤウニ広範デ自由ナ助詞ノ用法ハ他ノ外国語ニハ恐ラクナ
イコトデアラウト思ハレテ、日本語ノ大キナ特徴ト云ヒエラレヨウト思フ。（2-43）  
 
   第五章 品詞ノ転化 
 
  １．思はく ガアル、  ２．曰く ガアル  ３．遠くの人、  ４．近くの家、  ５．漢文ノ 及以 ヲ訳シ
タモノラシイ 
品詞ノ転化ト云フノハ、或ル品詞ニ属スル単語ガ、意義、用法ヲ変ジテチガツタ品詞ニナルコ
トヲ云フノデアル。コレハ又転成トモ転換トモ云フ。シカシ結局コレラハ品詞ニ転化スルマデ
ノ過程ニツイテ云ツタノデアル。品詞ガ転ジタコトハソノ意味ヤ用法ニヨツテ明カニナルノデ
ソノ形ニ於テハ変化セヌノガ多イ。但シ アクセント ハ変化スルコトガアル。故ニ仮名デカ
イタモノデハワカラナイ。 
名詞ニナツタモノ 
  １、動詞カラ    かすみ、きり、かんがへ、みえ（連用）、いま
 汝
し 
            順
シタガフ
、通
トホル
、相撲
ス マ フ
、かげらふ、向
ムカフ
、病
ヤマフ
（終止） 
            思はく、１．曰く、２．（ク形名詞法） 
  ２、形容詞カラ   白、黒、赤、 酢
ス（シ）
（語幹） 
            からし
辛 子
、酢
寿
し
司
（終止形） 
            遠く３．、近く４．、多く（連用形） 
  ３、副詞      自
ミヅカ
ら（自分ノ意） 
動詞ニナッタモノ 
  １、名詞から    名詞語尾ガ動詞語尾ニナツタモノ 
            装束く、料る、彩色
サ イ シ
く、猿楽ふ、ひとりごつ 
副詞ニナツタモノ 
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  １、数詞カラ    ひとり、一番 
  ２、動詞カラ    益々、みるみる、わくわく（動詞ノ終止形ヲ二ツ重ネタモノ） 
接続詞ニナツタモノ（コレハ大抵ノ他ノ品詞カラノ転化デアル） 
  １、動詞カラ    及び５．  ２、副詞カラ    且、（2-44） 
  １．行った。が、居なかった。で、帰った。  又   は 
 
  ３、助詞カラ   が、で〈１．〉 
感動詞ニナツタモノ  １、連語カラ   いか
オ イ
に   南無三宝   すは
ソ レ ハ
    くは
コ レ ハ
 
助動詞ニナツタモノ  １、動詞カラ   ぬ
去ヌ
 
助詞ニナツタモノ   １、接尾辞カラ  へ
（野）辺
（2－45） 
 
   第六章  単語ノ構成 
 
単語ノ中ニハソレダケデ分解デキヌモノモアリ、又出来ルモノモアル。分解スルトハ意味ノ上
カラ考ヘテソノコトバノ形ヲ意味ニ従ツテ更ニ小サクワケルト云フコトデアル。分解デキルモ
ノニツイテ考ヘルト結局コレハ二ツ以上ノ部分カラ成リ立ツテヰル。コレニハ色々ノ種類ガア
ル。 
先ヅ同ジ単語ヲ二ツ重ネタモノガアル。例ヘバ  山々、人々、谷々 
チガツタ単語ヲ重ネタモノモアル。例ヘバ    山風、谷川 
カヤウナ、モト独立シウベキ単語ヲ二ツ以上重ネタモノヲ複合語又ハ複合詞（compound) 
ト云フ。而シテ同ジコトバヲ二ツ合セタモノハ特ニ畳語ト云フ。複合語ハスベテ単語ヲイクツ
カ合セタモノデアルガ已ニ出来上ツタ以上ハ一ツノ単語デアル。而シテソノ成分ニナツタ単語
ハ独立ヲ失ツテシマヒ単ニソノ一部分デシカナイ。単語ヲイクツカ合セテ複合語ヲツクル場合
ニ次ノヤウナ色々ナ方式ガアル。 
第一、ソノモトノ単語ノ音ガ変化シナイモノ。シカシソノ場合ニ於テモ大抵音調（アクセント）
ハ変化スル。 
第二、下ニクルコトバノ最初ノ音ガ濁音ニナルモノ。コレヲ連濁ト云フ。   金時
ド
計  人心
ゴ
 
第三、上ノ語ノ最後ノ母音ガ変化スル。 
   酒
カ
桶  酒
カ
屋  たかむら  たか箒  船
ナ
唄 
   酒
カ
樽
ダ
  雨傘
マ ガ
  雨蛙
マ ガ
    まぶた  船路  （2-46） 
  １．コノ例ハ少イ 
   たかすゑ、 いなぎ、 いなぐら、 むら雀、 むら竹 
（ 副詞）
 
（ 助詞）
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   かな物、 うはば、 うは着、                           e―a 
      白刃、  白帆                                 o―a１． 
   木蔭、  木の葉、  木立、  火影、  ほのほ         i―o 
      星づく夜、 神
カム
風                     i―u 
第四、上ノコトバノ終リ又ハ下ノコトバノハジメノ母音ガ省カレテ、二ツノ音節ガ一ツノ音節
ニツヅマルモノ。 
   鰹   kata-uwo  →  katuwo      尾の上 wo-no-ufe  →  wonofe 
      かりほ kari-ifo   →  karifo 荒磯  ara-iso    →  ariso 
第五、上ノコトバノ最後ノ音ガ促音ニナルモノ。即チ き、く、ち、つ、り、ふ
（う）
 ガ促音 
   ニナル。ソノ際ニ下ノ語ノハジメガ は行音ナラ ぱ行音ニナル。 
   ひき張る → ひっぱる   ひきさげる → ひっさげる 
   石 橋
セキキヤウ
 → セッキャウ    いくか → いっか 
   がくかう → がっこう    そくか（足下） → そっか 
   北方 → ほっぽう     打ち手 → 打っ手 
   日光 → にっこう     けつくわ → けっくわ  （2-47） 
  １．立
リフ
、摂
セフ
 ヲ リッ、セッ ト単語ノ場合ニヨムノハアヤマリデアル 
  ２．昔ハ「本を」マデ「本ンノ」トヨンダ 
   とりつき → とっつき   とりて → とって   甲冑
カフチウ
 → かっちう 
   納所
ナフシヨ
 → なっしょ   十方
ジフパウ
 → じっぽう１． 
コレラハ外来語カ然ラズンバ後ニナツテ出来タコトバデアル。 
第六、漢語ノ複合詞ニ於テ上ノコトバノ最後ノ音ガ ん デアリ、下ノ語ノ最初ノ語ガ あ、
や、わ行音デアルトキハ、下ノ語ノ最初ノ音ガ な、ま行ニナルコトガアル。 
 ア
な
ン
ん
 イ
に
 
   観音、 因縁、 銀杏、 瞋恚、 延引 
 
 ヨウ
によう
 
   算用、 安養
によう
 
 
   天皇
ワウ
、 輪廻
ヱ
、 元和  
   三位 
カヤウナ変化ヲ普通、連声ト云フ。コレハ漢語ニ限ルノデアル。昔ハサカンニ行ハレタガ２．現
代デハ習慣アルモノダケニ限ラレテヰル。複合語ノ各成分ノ間ノイミノ上ノ関係ハ種々様々デ
アツテ、コレハ類ヲタテテスベテノ場合ヲツクスト云フコトハ殆ド不可能デアル。ソノ中畳語
ニツイテハ例ヘバ 国々 ノ如キ、人々 ノ如キモノガアル。動詞ノ終止形ノ重ネタモノ、例
ヘバ、行く行く、泣くなく ノ如キハ副詞的ナモノトナル。但シ口語デハ連用形ニ用ヒル 考
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ヘ考ヘ、思ひ思ひ ノ如キデアル。 
以上ノ如キ複合語ハ二ツ又ハソレ以上ノ部分カラ出来、（2-48） 
  １．prefix      ２．suffix   コノ他ニ infix ガアル 
ソノ各々ノ部分ハモト独立シタ単語カラ出来テヰルノデアルガ次ニコレト異リ、ソノ一ツノ部
分ハ独立シウル単語デハアルガ他ノ部分ハ単語デモナクテ独立シエナイモノカラ出来テヰルモ
ノガアル。例ヘバ 私達、学者ぶる、春めく、お寺 御馳走 ノ如キデアル。カヤウニ独立シ
ナイデイツモ他ノモノニ伴ツテ出テクルモノヲ接辞 affix ト呼ブ。コノ中前ニツケ加ヘラレル
モノヲ接頭辞１．、後ニ加ヘラレルモノヲ接尾辞２．ト呼ブ。単語ニカカル接辞ノ加ツタモノハ、
文ヲ組ミ立テル上カラミルト単純ナ単語ト同ジデアル。故ニ出来上ツタモノハ単語トシテ差支
ヘナイノデアル。而シテコノ接辞ガ加ツタタメニ単語ノ音 調
アクセント
ノ変ルコトガ多ク、ソノ点デハ複
合語ニ似テヰル。 
次ニ吾々ガ単一ナコトバデアルト考ヘテヰルモノデモヨク考ヘルト或ル接辞ノツケ加ヘラレタ
ト考ヘラレルモノガアル。例ヘバ つなぐ ノ如キモ つな ナル名詞ニ ぐ ナル接尾辞ガ
ツイタモノト考ヘラレルシ、たばぬ ノ如キモ たば ト ぬ トワケラレル。ソノ他 
   曇る ＝ 雲＋る   はらむ ＝ 腹＋む   たやすし ＝ た＋やすし 
ナドモソレデアル。シカシカヤウナモノハ接辞ト認メラレルモノヲ除キ去ツタアトノモノハ独
立シ得ベキ単語デアルカラ、ソノ単語ノ構成カラミルト前ニアゲタ「接辞ノツイタ単語」ト同
ジデアルガ、シカシチガフトコロハ前ノモノハ二ツクツツイタト（2-49）云フイシキノ有無デ
アル。結局前ノモノハ現今デモ接辞トシテノ生命ヲモツテヰルノデアルニ対シ、後ノモノハ古
クハ接辞トシテ生命ガアツタニシロ今ハソレガナイノデアル。トコロガ次ノヤウナコトバヲ更
ニシラベテミル。 
   しづむ、 しづまる、 しづかに、 しづけし 
コレヲ互ヒニ比ベテミルトソノ言葉ノ形カラミルトミナ しづ ガ中心ニナリ、ソレニ む、
まる かに けし ノ如キ接尾辞（モシクハ語尾）ガツイタモノト考ヘラレル。トコロガ し
づ ハ勿論アル意味ヲアラハスガ、コレハ独立シテハ用ヒラレナイ。コレニ接尾辞ガ加ツテハ
ジメテ一ツノコトバニナルノデアル。コレハ又例ヘバ しづしづ ノ如ク重ネテ用ヒラレテ独
立ノ単語トナルコトモアル。又例ヘバ 
   ひらに、  まつぴら、  たひらに、  たひらかに  
ナドノ ひら モ しづ ト同ジクコレニ接尾辞ヤ接頭辞ナドガツイテ始メテ一ツノ独立シタ
単語ガ出来ルノデアル。而シテ ひら ハ或ル意味ヲアラハスガ独立シテハ用ヒラレナイ。コ
レラノ しづ ヤ ひら ハ結局上ノ色々ナコトバノモツテヰル意味ノ中心ニナル部分ヲアラ
ハスモノデ、ツマリコレラノ色々ノコトバガ互ヒニ意味ノ方カラミテ類似シテヰルデアル。ソ
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シテ又コレラノコトバノ意味ガイクラカヅツ違ツテヰルノハツマリソレニ色々ナ接尾辞ヤ接頭
辞ガツイテヰルカラデアル。カヤウニ意味及ビ形ノ類似シタコトバノ中心ニナル部分ヲ言語学
デハ語根(root)ト呼ンデヰル。（2-50）コノ語根ニ接尾辞ガツク場合、唯一ツデナクテイクツモ
ガ重ナル場合ガアル。例ヘバ 
   しづ＋ま＋る ＝ しづまる   しづ＋け＋し ＝ しづけし 
ノ如クデアル。西洋ノ文法ノ考ヘニヨレバ語根ニハ接尾辞ガツイテソレデモ未ダ独立シタ単語
ニナラヌモノヲ語幹（stem)ト呼ンデヰル。日本デ用言ノ活用デ語尾ヲ除イタモノヲ語幹ト呼ン
デヰルガ、コレハ今云ツタヤウナ意味ノ語幹トハ必ズシモ一致シナイノデアル。 
コノ語根ハ大体同ジヤウナ形デアラハレルガ時ニヨツテハ多少形ガ変化スルコトガアル。例ヘ
バ 
     ひらに  まっぴら  たひ（い）ら 
ノ如クデアル。日本語デハ母音ガ変化スル場合ガアル。例ヘバ    しむ   そむ 
ノ如クデアル。日本ノ数詞ニ於テ倍数ヲアラハスモノハ同ジ語根カラワカレテ出タラシイ。例
ヘバ次ノ如クデアル。 
    ひと fito   み  mi    よ  yo 
    ふた futa   む  mu    や  ya 
ソレカラ日本ノ用言ノ活用モ前ニノベタ通リアルモノハ母音ガ変化スルノデアリ、アルモノハ
語尾ヲツケルノデアル。コノ語尾モ性質ニ於テ接尾辞トチガツタモノデハナイト考ヘラレル以
上分解スルコトガ出来ル単語ニツイテ述ベタノデアル。即チソレニハ単語ト単語トノ加ツテ出
来タ複合語、ソノ一種トシテノ畳語、ソレカラ単語ニ接辞ノ加ツタモノ、語根ニ一ツノ接辞ノ
加ツタモノ、語根ニイクツカノ接辞ノ（2-51）加ツタモノ（コレニハ語幹ト云フモノガアル）
ニツイテノベタノデアル。シカルニソレ以上分解出来ナイモノガアル。あめ、そら ノ如キデ
アル。ソレヲソレトシテ認メテオケバヨイノデアルガシカシコレハ見方ニヨツテハ一ツノ語根
デアルトミルコトモ出来ル。即チ一ツノ語根デ一ツノ単語ヲツクツテヰルトミルノデアル。カ
ウミルト語根ハソレダケデ独立シエナイトシタコトハ訂正シナケレバナラナイ。モシカヤウナ
モノヲ語根トミトメルナラバ、アラユル単語ハキツト語根カラ成リ立チ、ソノ中ノアルモノハ
ソレニ接辞ガ加ツテヰルモノデアルト説明スルコトガ出来ル。カヤウニスレバ単語ノ構成ハ比
較的楽ニナル。 
以上述ベタ他ニ尚単語ガ連ツテ一ツノ文ニナリ、或ハ文ノ一部分（句ノヤウナモノ）ニナツテ
ヰルモノガ一ツノ単語ニナツテシマツタモノモアル。例ヘバ 
    たそかれ（彼は誰ぞ ノ意）    筍（竹の子） 
ノ如キデアル。コレラハ単語トシテ扱ツテヨイモノト思ハレルノデアル。 
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次ニ各品詞ノ語構成ニツイテ少シク述ベテミヤウト思フ。一般ニ云ツテ複合語ニ於テハ最後ノ
部分ノコトバノ品詞ニヨツテソノコトバ全体ノ品詞ガキマル。ソレカラ接尾辞ヲツケタモノハ
ソノ接尾辞ニヨツテ品詞ガ決マルノガ普通デアル。（2-52） 
  １．所謂語幹デアル。 
        （イ） 名詞 
コレニハ種々様々ナモノガアツテ一々アゲラレヌ。 
畳語ハアル場合ニハ複数ヲアラハシ或ル場合ニハ各々ノト云フ意味ヲアラハス。（国々、家々） 
接尾辞、ら、ども、たち、ばら、がた、どち、同志 ナドヲツケテ名詞トシテオク。 
形容詞ノ語幹ニ１．さ（重さ）、ミ（深み）ヲツケテ名詞ニスル。 
副詞ノ語根ニ さ（深刻さ）ヲツケテ名詞トスル。 
連語ガ名詞ニナツタモノモアル（筍、あくる日、たそがれ） 
        （ロ） 代名詞 
畳語ニ於テ複数ヲアラハスノガアル（吾々） 
接尾辞ヲツケタモノガアル。（私共、そなた、あちら） 
        （ハ） 数詞 
接尾辞ヲツケル。（ひとり、一羽、一里、一合、一号、一番） 
接頭辞ヲツケル。（第一） 
        （ニ） 動詞 
複合語トナルモノニハ動詞ト動詞トノクツツイタモノガアル（こひねがふ、かへりみる、陥る、
ぬきん
（い）
づ）。シカシ うち込む、書き記す ノ如キハ二ツノ動詞トミル。 
名詞ト動詞ト合シテ一ツノ動詞トナツタモノガアル。（罪す、感ず、運動す、志す） 
形容詞ト動詞ト合シタモノハ普通一ツノ単語トハミナイガ 
高うす、良くす ノ如キハ一ツトミル。（2-53） 
形容詞ノ語幹ニ みす ヲツケタモノガアル。（よみす → 軽んず、重んず） 
形容詞ノ語幹ニ動詞ノ合シタモノガアル。（うすがすむ、 遠ざく、 ながびく） 
副詞ト動詞ト合シタモノガアル。（つまびらかにす、あまらかにす → 先んず、そらんず） 
終止形ノ動詞ヲ重ネタモノガアル（文語）（泣くなく） 
連用形ノ動詞ヲ重ネタモノガアル。（口語）（考ヘ考ヘ） 
接尾辞ヲツケタモノガアル。 
  春めく、 ほのめく、 今めく    ときめかす、 上手めかす 
  うれしがる、 塞がる、 あはれがる 
  悧巧ぶる、 勿体ぶる、 大人ぶ、 田舎ぶ、 古
フル
ぶ    気色ばむ、 気ばむ 
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  音なふ、 伴ふ、 うべなふ、 誘ふ    花やぐ、 若やぐ 
  神さぶ、 乙女さぶ、 秋さぶ、（上二段）    幸ふ、 味ふ、 賑ふ、（四段） 
  はらむ、 つぼむ、 つかむ、 しらむ、 すごむ、 たはむ、 はげむ、 やすむ、 
  かなしむ、（四段）    つぼむ、 
  とぐ、 なぐ、 みつぐ    たばぬ、 つかぬ（2-54） 
  １．助動詞トアヤマリ易イ  ２．とよむ → とよま
ママ
す  ３．付く＋ふ ＝ 仕ふ 
  ４．独立シタ動詞ニ接尾辞ガツクノデハナイ。  ５．名詞トモ云ヘヌ。  ６．方言 
  くもる、 やどる、 くびる、 かげる、 弥次る、 
  すごす１．おろす  おとす  ほす  わかす  もやす  とよもす２． およば
ママ
す 
  見す、 着す、 似す   わかる、 ふさがる、 かかる、 たすかる、 すたる 
  みゆ、 きこゆ、 おもほゆ    住まふ     捕ふ、 仕ふ３． 
 かへる４． 残る    渡る  あらはる   くづる   倒る   乗る 
 かへす    残す    渡す  あらはす   くづす   倒す   乗す 
        （ホ） 形容詞 
形容詞ハ色々ナモノニ語尾ガツイテ出来ルモノガアル。 
語幹（所謂）ニハ色々アル。例ヘバ名詞ヤ漢語５．ニ語尾ノツイタモノガアル。 
  大人しい  童
ワラベ
しい６．  執念し  黄色い  四角い  鬱陶しい 
副詞ガ語幹ニナルモノモアル。   甚しい 
動詞ガ語幹ニナルモノモアル。 
  たのもしい   なやましい   さわがしい   なつかしい   やましい 
  おもほし    このもしい 
形容詞ノ語幹、名詞ヲ重ネテ語幹ニシタモノ 
  おもおもし   にがにがし   騒騒し   馴々し   事々しい（2-55） 
  １．助詞ト考ヘルコトモ出来ルシ、又全体ヲ形容詞トミルコトモ出来ル 
形容詞ノ上ニ色々ナモノガツイテ複合語ニナツタモノ 
  心よし   おもはゆし   むなぐるし   名高し   縁遠し  青白し     
  細長し   薄暗し   いちはやし（いと
副 詞
はやし）   待遠し 
形容詞ノ接尾辞ニハ色々アル。 
  けし（はるけし、のどけし、あきらけし） 
  がまし（へだてがまし、を
ママ
ごりがまし、晴がまし） 
  たし（いた
甚 し ノ
し
意
―たし、めでたし、らふ
ママ
たし） 
  なし（はしたなし、おぢ
 拙
なし、なし ハ 甚し ノ意デアラウ） 
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        （ヘ） 副詞  
語根ガ重複シテ出来タモノ 
  うすうす   やうやう   やや   うつらうつら   夫々   常々 
  なかなか   かねがね （一ツ一ツハ独立シウルモノ 畳語ト云ヒウル） 
副詞ノ接尾辞トモミラレル に、と１．ヲ除イタ語幹ヲ分解デキルノモアル。     
        か   （ほのか   のどか ）    やか  （のどやか  はなやか） 
    らか  （きよらか      ）    ら   （さかしら  きよら ） 
    げ   （うれしげ      ） 
        （ト） 接続詞 
コレハ大抵他ノコトバカラ転ジタモノデアル。ソシテ接続詞ニナルタメノ特別ナ接尾辞ハナイ。
（ならびに） 
        （チ） 感動詞 
分解出来ルモノモアルガ、特別ナ接尾辞ハナイ。 
  すは （2-56） 
  １．友之兄   逢 于 友       
  ２．フィンランド、ハンガリー、シベリヤ、蒙古、満洲    朝鮮語？  日本語？      
  ３．トルコ語   ev （家）  ― ev-ler（家ノ複数） 
         agha（役人） ― agh-lar（役人ノ複数） 
  ４．欧洲、ペルシヤ、Semitic、 Hamitic、ギリシヤ、ラテン。古代語ニ於テコノ特徴ガ著シイ  
次ニ単語ノ構成法カラマタ日本語ノ特徴ニツイテ考ヘテミル。言語学ノ上デ世界ノ色々ナ言葉
ヲソノ形態ノ上カラミテ、コレヲ、四ツニワケルコトガアル。コレハツマリ単語ノ構成法ヲ中
心ニシテミタ区別デアル。 
  （一）孤立語  （二）膠着語（加添語）  （三）屈折語（曲折語）  （四）抱合語 
孤立語ト云フノハ支那語ノヤウナモノデ、ソノ単語ハドコヘ用ヒラレテモイツモ同ジ形ヲシテ
ヰテ変ラナイモノデアル。語ト語トノ関係ハコトバノ順序ニヨツテ示ス。而シテ日本ノ てに
をは ニ似タ助辞ト云フモノハアルガ１．コレモ多クハソノ意味ヲ確カメルタメニ用ヒルノデ必
ズシモ絶対ニ必要ナノデハナイ。支那語ノコノ特徴ハ支那ノ古代語ニ於テ著シイノデアル。 
膠着語ハ又加添語トモ云フ。コレハ接辞ヲ単語ニソヘテ色々ノ関係ヲアラハス。コノ接辞ハ独
立シテ用ヒラレルコトナク常ニ他ノ単語ニ伴フ。シカシ接辞ト単語トノ限界ハ明瞭デ時トシテ
ハトリハズシ得、又イクツモ重ネ得ル。ソレカラコノ接辞ノ類ハソノ形（音）ガ変ルコトガア
ルガ３．ソレノツイタコトバノ音ハカハラナイノガ普通デアル。コレハツマリ接辞ニヨツテコト
バノ切レ続キカタノ上ノ役目ヲ示スモノデアル。ウラルアルタイ語族２．ヤ マレーポリネシヤ
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語族ノコトバガコレニ属スルノデアル。 
屈折語ハ又曲折語トモ云フ。コレハ Indo-Europe 語族４．デアル。コレモ接辞ヲ用ヒテ色々ノ関
係ヤ文ノ上ノ（2-57） 
  １．膠着語デハ単語ニツク   ２．foot ―feet ;  write ―wrote;  he ―his― him 
  ３．ni-naka-ka     私、肉、ト単独ニ云フトキニハ newatl、nakatl ト云フ。食フト云フノハナイ。 
    私 肉 食    
役目ヲアラハス。ソノ接辞ノ類ハ語根又ハ語幹ニツク。１．ソノ語根トカ語幹トカハ独立シテハ
用ヒラレズ、接辞ガ加ツテハジメテ単語ニナルノガ普通デアル。又接辞ハヨククツツイテ自由
ニトリハナシガ出来ル。又ドコカラガ接辞デアルカ明瞭デナイ場合モ少クナイノデアル。ソシ
テ接辞ノ音ガ変化セズニカヘツテ語根又ハ語幹ノ音ガ変化スルコトガアル。２． 
抱合語ハ America-Indian ナドノ語デ一語ガ一文ノ要素ヲ有ツテヰルノデアル。一ツノ動詞ノ中
ニハ主語、述語（又ハソノ代表者）ヲ含ンデヰル。ソノ他ノコトバデモソレダケデ一ツノ文ト
モ見ルコトガ出来ルノデアル。３． 
カヤウニ世界ノ言語ヲワケルノデアルガシカシコレハ大体ノ傾向ニツイテ云ツタニスギナイノ
デ、例ヘバ孤立語風ノ言ヒ方モ他ノ語ノ中ニモアルノデアツテ、大体ヲ云フニスギナイノデア
ル。日本語ノ語構造ニツイテミルト孤立語風ノ言ヒ方モ全然ナイト云フワケデハナイガ主ナル
文法上ノ形ハ主トシテ助詞、助動詞、接辞ナド広義ノ接辞ヲツケ加ヘテアラハスノデアル。サ
ヤウナモノハトリハヅシガ出来又イクツモ重ネテ用ヒラレル。殊ニ体言ノ如キハソレ自身独立
シテ用ヒラレル。カヤウナ点デ、日本語ハ単語ノ構成法カラミルト膠着語ニ属スル。少クトモ
膠着語的デアルト云ツテヨイノデアル。（2-58） 
   第七章  文節ノ構造 
 
前ニ述ベタ如ク文節トハ文構造上ノ根本単位トナルモノデアル。コノ文節ハ品詞ノ中ノ詞ニ属
スルモノ一ツカ、又ハ詞ニ辞ノツイタモノデ出来テヰル。而シテ意味ノ方カラミテソレダケデ
アル決ツタ意味ヲアラハシ、同時ニ形ノ方カラミテモ音トシテ決ツタ形ヲモツテヰルノデアル。
即チ単語ガ一定ノ順序ニ連続シテ、ソノ各部分ニ於ケル音ノ アクセント ガ定マリソシテソ
レガドンナ文ニ於テモ決ツタ形ト意味トヲ有ツテ現レルノデアル。 
以上デ多クノ文節ノ形ハワカツタ筈デアルガ唯少シ疑問ニナルノハ次ノヤウナ場合デアル。例
ヘバ 
   花で ない   ない ― 存在シナイ（元来ノ意味） 
   花に あらず  あらず― 存在シナイ（  〃  ） 
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   着てゐる    ゐる ― 存在スル （  〃  ） 
   掛けてある   ある ― 存在スル （  〃  ） 
ノ如キハ一ツノ文節デアラウカドウカ、元来ハコレラハ夫々独立シタ文節デアツタト考ヘラレ
ルガ、今ハソレガ次第ニ変化シテ一方ガ付属的ナモノトナツテ ない、あらず、ゐる、ある ノ
如キハ独立シタ文節トシテ用ヒラレル場合ニハ意味ガ少シ違ツテヰル。カヤウニ用ヒラレタ動
詞ヤ形容詞ヲ補助動詞トデモ名ヅケタラヨカラウト思フ。（コレガ 西洋ノ助動詞ニ近イモノデ
アル）ソレ故ヤハリ一ツノ文節ト認メタ方ガヨイノデハナイカト思フ。シカシモトハ二ツノ独
立シタ文節デアツタノデソノ名残ヲ止メテ時ニハ（2-59） 
  １．花でも決してない ト云フヤウナコトサヘアル。 
   花でもない   花にはあらず   着てはゐない   掛けてはない 
ノ如ク中ニ他ノコトバヲ入レルコトモアル。１．カヤウナモノヲ複合文節トデモ名ヅケテヨイト
思フ。 
先ヅ単語一ツデ構成セラレタ文節ハキツト詞ニ属スル品詞ガソノママデ用ヒラレテヰルノデア
ル。辞ダケデハ一ツノ文節ニナラナイ。ソノ中デ用言ノ如ク語形ノ変化ノアルモノハソノ変化
シタ形ガ夫々一ツノ文節トナルノデアル。但シ文章語ニ於テハ将然形ハソレダケデ一ツノ文節
トナルコトハナイ。口語デハコノ外ニ已然形モソレダケデ一ツノ文節トハナラナイ。単語ガ二
ツ以上デデキテヰル文節ハ詞ト辞トデ一ツノ文節ヲナシテヰルノガ原則デアル。カヤウナ点カ
ラ考ヘテミルト 
第一ハ 助動詞ダケガツイタモノ  
一ツ  
二ツ以上
 第二、 助詞ダケガツイタモノ  
一ツ  
二ツ以上
 
第三、 助動詞ト助詞ガツイタモノノ三種ニワケルコトガ出来ル。 
コレラノ場合ノ助動詞又ハ助詞ハ一ツダケツイタ場合ト二ツ以上重ナル場合トガアルノデアル。
今、順次ニコレラノ場合ヲ考ヘテミル。 
第一ニ助動詞ダケガツイタモノヲ考ヘル。助動詞ハ用言ト同ジヤウニ活用スルモノデアル。ソ
レ故ソノ変化シタ形ガ夫々一ツノ文節ノ中ニ現レテクルノデアル。先ヅ助動詞ガ一ツダケツイ
タモノハ体言ニツク場合ガ（2-60） 
  １．〈本文中に注番号１なし〉なり ハ 純粋ノ助動詞デハナイ。補助動詞デアル。 
  ２．〈本文中に注番号２重複〉彼は死んだ さうだ。  彼は死んだ やうだ。 
  ３．行くべかりき。 逃げたかりけり。 食ふまじかりき。 美しかるべかりき。  ４．死なざりけり。 
アルガソレハ極ク僅カデアル。父たり、花なり ノ如キモノヤ 花だ ノ如キモノデアル。花
である ノ如キハ複合文節トデモ取扱フベキデアル。 
次ニ副詞ニツクモノガアル。例ヘバ さうだ、然
シカ
なり ノ如クデアル。洋々たり 明かなり ノ
― 43 ― 
如キハ全体トシテ一ツノ形容動詞トシテ扱フトスレバココニ入ラナイ。 
次ハ用言ニツイタモノガアル。用言ニハ活用ガアルカラ助動詞ガソノアル決ツタ活用形ニツク。
ドンナ活用形ニツクカハ助動詞ニヨツテ決ツテヰル。２． 
形容詞ノ場合ニハ かり ノ形ヲモツ形容動詞ニ助動詞ガツクノデ形容詞ソノモノニ直接ニハ
ツカナイ。（なり ヲ除ク） 
名詞ニモツク助動詞ガ用言ニツク場合ニハ連体形ニツク。例ヘバ 行くなり 良きなり ノ如
キデアル。 
助動詞ガ二ツ以上重ツテツイタモノガアルガコレハ何レモ独立詞ノ後ニツクノデアル。例ヘバ 
取らせられた ノ如クデアル。コノ中デ詞ニ直グツクモノノツキ方ハ唯一ツノ助動詞ガ付ク場
合ト同ジデアル。第二以下ノ助動詞ハツマリ他ノ助動詞ノ後ヘツクワケデアルガソノ場合ニ助
動詞ノアル決ツタ活用形ニツクノデアツテ、ソレハ用言ニツク場合ト同ジデアル。２．但シ べ
し、たし、まじ ノ如キ助動詞ガ動詞、形容詞ニツイタ場合ニハ べかり、たかり、まじかり 
ノ如キ かり ノ形トナツテ他ノ助動詞ガコレニツクノデアル。３．  打消デハ ざり ノ形ニ
他ノ助動詞ガツクノデアル。４． 
口語デハ打消ノ場合ニハ、上ノヤウナ形容詞的ナ助動詞ノ打消ヲアラハス場合ニハ らしくな
い ノ如ク連用形ニ ない ヲツケル。（2-61） 
  １．我を な 恋ひそ ヲ 下ノヤウニ文節ヲ切ルノハアヤマリデアル。ハジメニ「な恋ひそ」ト出ルコト  
   ガアル。   ２．堂々と ト同ジ語源デハアラウガ、「段々ト」ハ形容動詞デハナイ 
過去デハ なかった トナル。助動詞ガイクツモ重ツテ続ク場合ニハソノ順序ハ略、一定シテ
ヰルノデ決シテ勝手ナ順デ続ケルト云フコトハ出来ナイノデアル。コノ順序ノコトハ 已ニ助
動詞ノトコロデ述ベタ通リデアル。 
次ニ助詞ダケガツイタモノデアルガ、コノ場合ニモ一ツダケツク場合ト二ツ以上ツク場合トガ
アル。例ヘバ   子供に やる、   子供にも やる  
コノ助詞ハ大抵ノ場合詞ノ下ヘツク。シカシ複合文節（補助動詞ノアル文節）ニ於テハ節ノ中
間ニツク場合ガアル。    めでたくも なし 
文語ニ於テハ稀ニ詞ノ上ヘ助詞ガ来ルコトガアル。例ヘバ  な ―― そ（な恋ひそ）１． 
ノ如クデアル。助詞ガ一ツツイタ場合ノ中、体言ニツク場合ニハスベテ詞ノ後ニツク。接続助
詞以外ノ助詞ハスベテ体言ニツク。 
副詞ニツクモノニハ色々アツテ、或ル場合ニハ格助詞ノアルモノガツク。 
   だんだん と２． むつかしくなる 
副助詞、係助詞、間投助詞モツク。  私でさへも 云へない   さうばかりも云へぬ 
用言ニツク場合ニハ前ニツクモノ、ウシロヘツクモノ、中ヘツクモノ（複合文節ノ場合）ガア
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ル。下ヘツク場合ニハ勿論用言ノ一定ノ活用形ニツクノデアルガコレニハ二種類アル。一ツハ
ソノ活用形ガアル一定ノ（2-62） 
  １．行きなむ ナラ助動詞   ２．コノ場合ニ最モ多クツク。 
意味ヲアラハシ、更ニ助詞ガツイテ色々ノイミヲアラハス。 
   鳥の 飛ぶ を 見る    鳥の 飛ぶ に 似たり 
一ツノ活用形自身ニ完ツタイミガアルノデハナク、習慣的ニアル一定ノ助詞ガツイテハジメテ
意味ヲナス。   飛べば   行かば 
コレニハ接続助詞ノツイタモノガアル。   行くとも 
分詞助詞ノツイタモノガアル。   飛 ぶ の（は） 
カク連体形ニツクト名詞的ナモノトナル。 
連用形ノ下ニ に ヲツケルト動作ノ目的ヲサス。   習ひに 来る （格助詞） 
用言ニ終助詞ガツク場合ガアル。一定ノ活用形ニツク。 
    行くな   君知るや   行かな   行かなむ１． 
間投助詞ヲツケル場合モアル。    時しもあれや 
副助詞ガ複合文節ノ中間ニ出テクル場合ガアル。  めでたくもあり   行きなどする 
接続詞ナドニハ助詞ハツカナイ。されども ノ如キハ全体ヲ接続詞トミルベキデアル。 
助詞ガ二ツ以上ツク場合ガアル。コレモ直接ニ詞ニツク場合ハ唯一ツノ助詞ガツク場合ト同ジ
デアル。助詞ニ更ニ助詞ガ重ナル場合ニモ一定ノ順序ガアルノデアル。 
    ｜分詞｜副  ｜格 ｜副 ｜係｜間｜   （体言ニツク場合）２． 
        ばかり と     ぞ 
            に  など 
            より    だに   （2-63） 
  １．補助動詞 
用言ニツク場合ニハ上ニツク助詞ハ他ノ助詞ヲ重ネナイノガ原則デアル。 
口語デハ分詞助詞ガ下ヘツク。例ヘバ   考へる の（は よくない） 
コレハ体言ト同ジク、コレノツイタモノハ体言ト同ジヤウニナツテソノ下ヘ助詞ガツク。 
例ヘバ 
   考へるのも  考へるのばかりが 
接続助詞ノ下ヘハドウカスルト係助詞ガクル。   行きつつも  行きてこそ 
第三ニ助動詞ト助詞トガツイタモノガアル。コレハ助動詞ノ方ガ先ニキテ、ソノ次ニ助詞ガク
ルノデアル。ソノ助動詞ノツイタモノハ、一ツノ用言ト同ジ性質ノモノダカラ大体ニ於テ用言
ニ助詞ノツイタモノノ場合ニ準ズルノデアル。タダ複合文節ト云フベキモノニハ多少趣ノチガ
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ツタモノモナイデハナイ。例ヘバ    責めらるゝに非１．ず   （2-64） 
 
   第八章 文節相互ノ連結 
 
  １．従来ノ主語、述語ノ考ヘ（論理的ナ考ヘ）トハ異ル。述語ノ方ヘ総合セラレテヰルトミルノガ真デアラウ。 
第一ニ文節相互ノ関係ニツイテハナス。文ニハ唯一ツダケノ文節デ成ツテヰルモノモアル。シ
カシ多クノモノハ二ツ以上ノ文節デ出来テヰル。二ツ以上ノ文節ガ文ヲナス場合ニハ各文節ノ
意味ガ結合シテ一ツニマトマツテ行キ、全体ガ一ツノマトマツタ意味ヲアラハス。即チ一ツノ
文ニナルノデアル。ソレ故各文節ノ間ニハ意味ノ上ニ何ラカノ関係ガアルモノデアル。ソノ中
直接ニ関係アルモノト直接ニハ関係ノナイモノガアル。例ヘバ 
    犬が   しきりに   吠えてゐる。 
ニ於テ 犬が ハ 吠えてゐる ト直接ニ関係ガアリ、又 しきりに ト 吠えてゐる トノ
間モサウデアルガ、シカシ 犬が ト しきりに トノ間ニハ直接ノ関係ガナイ。今問題ニス
ルノハ直接ニ関係ノアルモノノ続キ具合デアル。ソノ直接ノ関係ヲ考ヘテミルト先ヅ意味ノ方
カラ云ツテ 
  対等ノ関係ノモノ   従属ノ関係ノモノ 
トノ二種ガアルト思フ。例ヘバ 
   天、地、人、之を才といふ（天、地、人 ハ対等） 
   犬と 猿とが 争ふ（犬、猿 ノ続キ方ハ対等） 
ノ如キハ対等デアル。シカシ意味ノ上カラ一ツノ文節ガ他ノ文節ニ従属シテ、二ツガ合体シテ
全キ意味ヲアラハス場合ガ多イ。 
   学校へ 行く（行く ガ主、学校ヘ ハ従） 
   犬が 吠える（吠える ガ主、犬 ガ従）１．  （2-65） 
  １．感動詞中心ノモノハ要ガナイ。他ノ文節ト直接ニ連結シナイカラデアル。 
   大きな 犬が 居る（犬が ガ主、大きな ハ従） 
カヤウニ文ヲ形造ル一ツノ節ト他ノ節トノ間ニハ結局対等ノ関係ノモノト従属ノ関係ノモノト
ガアリ、而シテソノ中ニ又色々ノ別ガアル。 
次ニ尚一ツ連体ト連用トガアル。色々ノ文節ニツイテ考ヘテミルト、大キクワケテ二ツ位ニワ
カレル。即チ詞ヲ中心ニ考ヘルト 
  体言ヲ中心トシタ文節  用言ヲ中心トシタ文節  副用言ヲ中心トシタ文節１． 
体言中心ノモノハ、元来体言ガ切レツヅキガハツキリセヌガ文節トナルト、大抵辞ガツイテソ
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レニヨツテ連体（体言式ノモノニツヅクモノ）ト連用（用言式ノモノニツヅクモノ）トナル。 
用言中心ノモノハ、用言ソレ自身デ連体、連用ガ示サレル。 
副用言中心ノモノデハ、副用言ノ中副詞ハ用言、又ハ用言式ノモノヲ修飾スルノガ普通デアリ
特徴デアルカラ連用デアル。但シアル場合ニハ（やや南）連体デアル。 
連体詞ハイツモ体言ヲ修飾スルカラ連体デアル。 
接続詞ニハ連体ト連用ト二ツガアル。及び ノ如キハ連体デアリ、されば、故に、さうして、
けれども ノ如キハ連用デアル。 
副詞ガ副詞ヲ修飾スル場合ガアル。ややしばらく ノ如キデアル。厳格ニ云ヘバ連副トデモ云
フベキデハアルガ連用トシテヨイ。体言中心ノ文節ガ連体詞ヘ従属スル場合ガアル。例ヘバ 
 世に所謂（2-66） 
  １．これは   ２．本    
ノ如キデアルガコレモ連用ニ準ズルト云ツテヨカラウ。 
連体ト連用トニワケルト云フコトハ多クノ場合、吾人ノ頭ノ中デハツキリ区別ガ出来ルノミナ
ラズ形ノ上ニモハツキリシタ区別ガアルト云ヘル。シカシ単ニ品詞バカリヲ目当ニシテデキヌ
場合モアル。例ヘバ或ル品詞ガ、活用又ハ助詞、助動詞ナドニヨツテ他ノ品詞ノ性質ヲ付与セ
ラレルコトガアル。 
       行くのは よくない 
カヤウナ文節ノツヅキ具合ハ付与セラレタ品詞ノ資格ニヨルノガ原則デアル。 
カヤウナ文節ノツヅキ具合ハイカナル風ノ形デアラハレテヰルカト云フトソレニハ二種類アツ
テ、ソノ文節ニ明カニアラハレテヰルモノト、１．又形トシテハハツキリシタ形ヲ有タズ前後ノ
関係ニヨツテキマルモノ２．トアル。 
先ヅ連体的接続ノ中、対等ノモノハ格助詞ノ中ニ対等ノ関係ヲアラハスモノ（と、か etc.）ガ
ソレヲ示ス。     筆と墨 
従属関係ノモノハ、一ツハ格助詞ノ中ノ或ルモノ（これの色 ノ の ノ如キモノ）ニヨツテ
示ス。活用ノアルモノハ連体形ニヨル。副詞ノ やや ノ如キモノノ如クナニモナクテツヅク。 
連用的接続（副詞ガ副詞ヲ修飾スルモノモコレヲ含ム）デハ、先ヅ対等関係デハ活用スルモノ
ハ連用形ニヨツテ示サレル。接続助詞ノ中ノアルモノ（雨も降るし風も吹く ノ し ノ如キ
モノ）（2-67） 
  １．雨が降る と いふ ノ と。（接続助詞）  ２．            
 ツヅケル ウケル 
 連続 承接 
  ３．連用的文節、  やや → しばらく 話した。 
ニヨツテ示サレル。 
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従属属関係ノモノハ格助詞ノ大部分（が、に、へ）、と１．ニヨツテ示サレル。 
係助詞ニヨツテ示サレル。（こそ ナド） 
連用形ニヨツテ示サレル。     高く飛ぶ。 
已然形デ示サレル。   いませ（ば） 
副詞ガ用ヒラレル。 
接続助詞ガ用ヒラレル。（から、も） 
接続詞ガ用ヒラレル。（だから、さうして） 
分詞助詞ガツイテ副詞ノ性質ヲ有ツタモノガアル。 
以上ノ如キ色々ノ方法ニヨツテ接続関係ガアラハサレル。 
尤モモノニヨツテハ形ノ上デハ区別セラレヌモノモアル。以上見テキタノハ、主トシテ或ル一
ツノ文節カラ他ノ文節ヘ続イテユク関係デアル。トコロガ更ニ一ツ逆ニ考ヘテユク必要ガアル。
即チアル文節ガドウ云フ文節カラツヅクカト云フコトデアル。２． 
ウケル方ヲ考ヘルニモ文節ノ中心ニナツタ詞ニツイテ考ヘテミルト大体ワカル。即チ体言ヲ中
心ニシタ文節ハ連体的文節ヲウケル。ソノ場合対等文節タルコトヲ示ス助詞（と ヤ か）ヲ
ツケル場合ガアル。 
用言ヲ中心トシタ文節ハ連用的文節ヲウケル。 
副用言ヲ中心トシタ文節デハ接続詞ハ上ノモノヲウケルコトガナイ。副詞ヲ中心トシタモノハ
他ノ副詞中心ノ文節３．ヲ（2-68） 
  １．世に（連用的文節） いはゆる  
ウケルコトガアル。連体詞ヲ中心トシタ文節ハ連用的文節ヲウケルコトガアル。１． 
以上ノ如クデアルガ、シカシ二ツノ品詞ノ資格ヲモツタ場合ガアル。即チ、名詞ガ助詞、助動
詞ヲツケテ他ノ品詞ノ資格ヲツケラレタモノハ、元ノ品詞ノ資格ヲウケル。但シ、助動詞ノツ
イタモノニハ例外ガアル。 
  きれいな → 花だ       用言ノ資格ヲモツ 
  これは きつと → 花だ   用言ノ資格ヲモツ 
体言ニ或ル終助詞ガツイタトキモ用言ニ準ズルコトガアル。 
  やつぱり 武士か       用言ニ準ズル  （2-69） 
 
   第九章 文ノ構成 
 
  １．いいわ。行くぞ。な行きそ。ゆかばや。  ２．どこへ？  ３．省略セラレタノデハナイ。 
文ハスベテ文節カラ出来上ガツテヰル。ソシテソレニハ唯一ツノ文節カラ成ルモノト多クノ文
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節カラ成ルモノトアル。一ツノ文節カラナルモノハ普通ノ場合、言イ切リニナツテヰル文節デ
出来テヰル。言イ切リニナル文節トハ、感動詞デ出来上ガツテヰル文節、用言ノ言イ切リニ用
ヒラレタ色々ノ活用ノ形（終止、命令）、終助詞ノツイタ文節、１．体言（殊ニヨビカケニナル
ヤウナ場合ノモノ）デアル。シカシ場合ニヨツテハ色々ナ種類ノ文節ガ一ツデ文ニナルコトモ
アル。２．コレハ多クノ場合他ノモノヲ省略シタト考ヘラレテヰル。３． 
二ツ以上ノ文節デデキテヰルモノハ、普通ノ場合アル切レル文節ガアツテ、ソレニ他ノ文節ガ
ツヅイテユクノデアル。ソノ文節ノ続キ様ハ前章デノベタ通リデアルガ、シカシ少シ特殊ナモ
ノガナイデモナイ。例ヘバ文語ニ行ハレテヰル係結ノ規則デアル。コレハ或ル特殊ノ文節ガ終
止スルタメニハ或ル特殊ノ文節ヲ必要トスルノデアル。又特殊ノ副詞ノ呼応ガアル。或ル文節
ガ意味ノ上カラミルト、必ズシモ或ル一ツノ文節ダケニ関係シナイデ、イクツカノ文節ヲ合セ
テ関係シテユクモノガアルノデアル。 
 多分  雨が   降るだらう。 
 
コノ場合モ一ツノ文節ニ関係スル場合ト形ガ変ラヌノデアル。（2-70） 
  １．昨日行つた。ト 昨日行つたか？ トニ相違ガアル。 
   雨具はお手に ト 雨具はお手にお持ちください トニ於ケル お手に ノ調子ハチガフ。 
  ２．主語、述語ト云フヤウナモノハ、論理上ノコトデアツテ、日本語デハソレガ必ズ具ツテイナケレバ文デナ    
   イトハ云ヘナイノデアル。 
結局、文節ト文節トノ続キ様ヲ土台ニシテドンナ長イ文デモ構成シウルモノデアル。 
ダガ一ツノ文ガ出来ルニツイテハ一ツノ一ツノ文節ガ順次ニアラハレテクルノデアル。ソレニ
ツイテ決ツタ順序ガアルノデアルカト云フト、一般ニ次ノ如キ規則ガ行ハレテヰルトミルベキ
デアル。 
（一）続ノ文節ハソレヲウケル文節ヨリモ前ニアル。但シコレモ時ニヨリ特別ナ理由ニヨツテ
チガフコトモアル。 
（二）同ジ文節ニ続イテユク文節ガ二ツ以上アル場合ニハソノ意味上ノ関係ノ密ナルモノガ近
クニクル。意味ノ上デイクツモノ文節ニ関係スルモノハ、ハジメニアラハレル。 
カヤウニシテアラユル文ノ形ガ決ツテクルノデアル。ソモソモ文ト云フモノハハジメト終リト
ニ音ノ切レ目ガアル。ソレ以上ノ点ニ特徴ヲ求メルコトハヨホドムツカシイ。ソレデアル一ツ
ノマトマツタ意味ヲアラハストハ云ツテヰルガ、ドレダケデマトマツタ意味カヲ決メルノハ困
難デアル。ソシテ文ノ意味ハソレヲ構成スル各文節ノ意味ニヨツテキマツテクルモノデアル。
シカシコレ以上文ノ特徴ハナイカト云フト、コレニツイテハ考究スル余地ハ未ダアルガ、シカ
シ文ノ intonation（調子）１．ト云フ点ガ文ヲ構成スル一ツノ要素ニナルノデハナイカト思ハレ
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ル。２．（2-71） 以上 
 
【解説】 
 未然形や仮定形を活用形とするかどうかは、現在一般に行われている文節をもととする文法
論がその非合理性を露呈する最も顕著な場合である。筆記（2）(10 ページ：なお以下の筆記の
ページ数はすべて人文科学研究所月報のページ数である）に見られるように、ここでは橋本進
吉は、終止形、連用形、連体形、命令形のような独立する活用形を第一種とし、未然形や口語
の仮定形のような独立しない活用形を第二種として区別している。本筆記に見出される活用形
の認定についての考え方は、いまだ未然形や口語の仮定形を無理な合理化をしてまで活用形と
は認定していないという点で数段すぐれている。ただし、そうした評価ができるのは、本筆記
1932 の考え方についてだけで、以下にひく『国語法要説』1934 以降の考え方は、無理な合理化
がおこなわれており、そうした評価はできない。 
 
 実際、第二の用法に於ける活用形を有する語、中にも未然形や口語の仮定形の語（「行か」「建
てれ」など）が、決して独立しないのは事実である。しかし、独立し得べき語も、助詞や助動
詞を付ける時、その独立を失ひ、同時に、アクセントが変る事があるばかりでなく、また音自
身のかはる事がある事は既に述べた通りである。さすれば、「行かない」は「行く」といふ独立
し得べき語に「ない」という助動詞が付いて「行く」が「行か」と変化してその独立を失つた
ものと考へる事が出来る。「行か」「行き」「行く」「行け」は、互に形の違つたものであるのに、
之を別々の語と見ず、一つの語の変形と見るのは、その語としての意味が同じく、その形も大
部分同じであるからである。それ故、第二の用法の語を語と認めるのは、決して不合理でなく、
また実際吾々の言語意識に背いたものでもない。  
（34 ページ） 
    1．音変化と活用形 
 橋本進吉の以上のような議論に対しては、すでに鈴木重幸「明治以後の四段活用論」1978 に
次のような批判がある。 
 
 橋本は、四段活用論における活用形が宿命的にもっていた質のことなる二種の用法を区別し
ながら、けっきょくのところそれを統一する文法的な特徴をみいだすことなく、それを一括し
て一つの活用形の体系のなかにおさめたのだ。 
（『日本語研究の方法』186 ページ） 
 鈴木重幸 1978 は、撥音Ｎが環境によって ŋｎｍのいずれかの実現形態をとるという事実を
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音声上の変化の例として示しながら、 
 
ika‐，ike‐は iku に第二種の語（「ない」，「ば」）がついて独立性をうしなったものであって，
やはり iku という語の変形とみとめてよい。ゆえに，ika‐，ike‐は語である。こういう論法
だ。 
（同上 183‐184 ページ） 
といって、この議論を、形態論上のかたちつくりの際の変化である活用を音声学上の variation
と同一視するものであるとして批判する。確かに橋本自身も、『国語法要説』では以下のように
述べている。 
 
第一種の語〈筆者注：名詞、動詞など〉も、第二種の語と共に文節を作つた場合には、第二種
の語〈筆者注：助詞、助動詞〉と一つゞきに発音し、その前と後とに切れ目をおく事が無い故
に、独立を失つた事となるのである。…（中略）…しかるに、それが第二種の語と共に文節を
成して独立を失つた場合には、時としてアクセントが変じ、又その語尾が変ずる事がある。…
（中略）… 又「本」（ホン）は単独では〔hoN〕と発音して、ンの部分は〔N〕音であるが、「本
が」「本の」「本も」の文節は、それぞれ〔hoŋŋa〕〔honno〕〔hommo〕と発音し、ンの部分が〔ŋ〕
〔n〕〔m〕と変化する。これは、ホンがそれだけで文節を成す場合には、ンが文節の終の音であ
るから、〔N〕以外の音が来る事が許されぬのであるが、助詞を付ければンが文節の中の音にな
つて、尾音としては許されぬ〔N〕以外の音があらはれるのである。 
（13－14 ページ） 
 ここでも述べられているが、「独立し得べき語も、助詞や助動詞を付ける時、その独立を失」
うのであるという理屈にしたがうなら、「行か」や「行け」が非独立なのは、それらが文節の一
部になったからである。それが非独立なのは「行く」や「行き」が文節の一部になって、独立
性を失うのと同じことである。そして、活用形が音変化をおこしたのはそれにともなうもので
ある。その際におこる音変化とは一般には、撥音〔N〕の異音〔ŋ〕〔n〕〔m〕のようなそこで切
ることのできない音があらわれることである。撥音の異音があらわれた単語は、確かにその部
分だけとりだして文節をつくることはできないから、非独立であるということはうごかない。
ただし、もとのンという音にもどせば、それだけで文節をつくる音である。同じように、「行か」
や「行け」も「行く」にもどせばそれだけで文節をつくる単位であるのだから、「行か」や「行
け」も独立的だというのが橋本進吉の論理である。 
 撥音の異音をもつ単位が、切れずに続き独立できないというのはまさにその音声的な質のゆ
えである。しかし、「行か」や「行け」においておこった音変化は、「く」が「か」や「け」に
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なるだけで、あいかわらずそこには切ることができる音があらわれているのである。橋本自身
も、未然形「行か」について、「か ハ音トシテハ終ツテヨイ音デアル」（筆記（2）14 ページ）
としており、撥音の異音が独立できないのに対して、音声の質の点からは「か」や「け」は独
立できるものと考えている。したがって、そのままとりだしても、音声の上では、他の単語と
同様に独立できるものであり、音変化によって非独立的になってはいないのである。 
 以上みてきたように、「行か」や「行け」などの活用形が独立的でないのは、どんな独立的な
単語であっても、文節の構成要素となるときは、独立性を失うということの結果としての音変
化が理由であると橋本進吉はいおうとしているが、第二種の活用形の非独立性は発音上にあら
われた音の変化にその理由をもとめることはできないのである。ただし、活用形の非独立性の
根拠が音変化に求められる事例としては音便形の場合がある。実際、筆記（2）（14 ページ）で
は、橋本進吉は「書い、立っ、思っ、飛ん」のような音便形について、文節のつなぎ目にあら
われる音のあらわれた音変化であると言及している。そうした音変化の通例として、その音変
化はこの音便形のようにそこで切れず後に続くことを示す音があらわれるような変化でなけれ
ばならないのに、第二種の活用形の場合はそうした音変化ではないので、その音変化は非独立
性の理由にはならないのである。 
 音声的な理由がなくなるということは、第二種の活用形の非独立性の理由は、どんな独立的
な単語であっても、文節の構成要素となるときは、独立性を失うということの結果ではないと
いうことになる。そうすると、その形態そのものがもともと非独立的であったと考えざるをえ
ない。第一種の活用形と第二種の活用形の独立性における決定的なちがいは、第一種の「行く」
や「行き」の場合が単独で文節をつくりうるのに対して、第二種の「行か」や「行け」は単独
では文節をつくれないというところにある。これは、第一種の活用形がまさに単語であるのに
対して、第二種の活用形はもともと単語以下のものであるということを示しているものである
といえる。おもうに、第二種の活用形はむしろ語根や語基としてあつかうべきだったのである。 
 
    ２．文節論と活用形の認定 
 しかし、なぜ橋本進吉にそのようなあつかいができなかったのであろうか。そこで、次に無
理な理屈をもちだしてまで橋本進吉にとってなぜ第二種の活用形を第一種の活用形と同等のも
のと認める必要があったのかを考えてみたい。その答えは筆記（2）（42 ページ）の部分に明確
に示されている。まず、文節は独立的な単語一つか、独立的な単語に非独立的な単語がついて
できるという文節の定義がここに示されていることに注目したい。 
 ここからは、文節には単独でも文節をつくれるような自立的な単語と、自立的でない付属的
な単語とが組み合わさってできるものがあるが、その場合はその中には最低でも一つの自立的
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な単語がなければならないという原則がみちびきだされる。 
 もし「行こう」や「行けば」において、「行こ」や「行け」が独立的な単語でないとすると、
「行こう」や「行けば」は文節であるといえなくなってしまう。つまり、すでに「う」や「ば」
を接辞ではなく、非独立的な単語であると認めてしまっている以上、第二種の活用形も第一種
と同等のものと認めないと、文節とは独立する単語一語でできているか、独立的な単語に非独
立的な単語がついてできるものであるという文節論そのものが破綻するからである。この場合
はその後者にあたるわけであるが、こうした文節の定義をまもるために、橋本進吉は、「行こ」
や「行け」を独立的であるとせざるをえなかったのだと考えられる。 
 ところで、一般的には単語の部分となる形態素は当然のこととして、非独立的であることに
なる。そのことは語構成論にかかわる筆記（2）（36 ページ）では、当たり前のこととして認め
られている。 
 ここでは「しづ」や「ひら」は語根として認められ、「けし」や「た」や「かに」は接辞とし
て認められている。しかし、『国語法要説』においては、「行こう」や「行けば」は、「行こ」や
「行け」が語根で、「う」や「ば」が接辞であるとは認められていない。「行こう」や「行けば」
において、「行こ」や「行け」も、「う」や「ば」も単語以前の要素であるとするなら、「行こ」
や「行け」が独立的な単語でないだけでなく、「う」や「ば」も非独立的な単語ではなくなって
しまう。つまり、それらは自立的な単語に付属的な単語が組み合わさった文節ではなく、単語
を構成しているだけのことになる。もし「行こう」や「行けば」が一単語であるとすると、そ
れは単独の動詞「行く」と同様に助詞や助動詞をつけてさまざまな活用をするというありえな
い事態を想定しなければならないことになる。そこまで考えなくとも、もしそうなら、それら
は一単語で一文節をつくっていることになるので、当然「行こう」や「行けば」全体を単語と
みなさなければならなくなるのである。 
 
    ３．文節と単語 
 次に、橋本進吉が第二種の活用形が非独立的であるというときに、その理由としてもちだし
た、単独で一文節をなしうるものも他のものとともに一文節をなした場合には独立性を失うと
いう論理がなぜうまれたかを考えてみたい。その理由は、次に引くように、橋本進吉の文法論
においては、独立的なものは単語ではなく、文節であるという公理があるからだと考えられる。 
 
 以上考察シタコトヲ要スルニ独立スルト云フコトヲ或ル一定ノ思想ヲアラハシテヰル実際ノ
言語ニ於テイツモ一ツヅキニ発音セラレ、ソノ上ソノ前後ニ切レ目ヲオイテ発音シウルト云フ
イミニ解スルナラバイツモ独立（26）スルモノハ文節ニ限ルノデアル。 
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（筆記（１）16 ページ） 
 文節にこそ独立性はあるのだから、文節の構成要素に独立性があっては困るのである。助詞
や助動詞は単語といっても元来非独立的であるから、問題は本来独立的な単語である名詞や動
詞の場合で、これについては議論の整合性のためには文節においてはその独立性が失われると
考えなければならなくなるのである。 
 
 上ノヤウナ一区切リハ実際ノ文ヲ分解シテ得タ最小ノ単位デ文ハソノ音ノ上カラ云ツテモ亦
意味ノ上カラ云ツテモスベテカヤウナモノカラ直接ニ構成セラレテヰルノデアルカラコレラハ
文構成ノ要素デアルト云ヒ得ルノデアル。今之ヲ仮リニ文節ト名ヅケテ置キ度イト思フ。 
（筆記（1）14－15 ページ） 
 さて、橋本自身は、文節を上のように定義し、それが単語に相当することを「コレハ西洋ノ
学者ガ単語ニ就イテ言ツテヰルコトト一致シテヰル。」（筆記（1）14 ページ）と認め、さらに
「前ニ単語ノ定義ニツキ諸家ノ説ヲ述ベタノデアルガ、ソレニハ多クハ単語ヲ独立シタモノト
ミテヰルノデアル」（筆記（1）15 ページ）とあったように、西洋の文典における独立性とは単
語の特徴であることを知り尽くしていながら、あえて、橋本進吉は、独立性という性質を単語
の性質ではなく、文節の性質へとうつし変えたのである。一方、単語は独立するという性質を
うばわれて、形態素の位置におとしめられてしまったのであるから、当然のこととして、文節
内では独立性をもたないのである。「行こ」や「行け」がそれだけで文節をつくることがないの
に、自立的な単語であると簡単に認められてしまうのも、単語にとって独立性など最初からど
うでもいいものだったからだと思われる。 
 しかし、単語こそが独立的な単位である。 
 文節は西欧語において単語に相当し、日本語においては松下の念詞に相当するといっている
だけでなく、各文節にはかならず名詞や動詞などの自立的な単語が必要であるとしていること
も、橋本進吉が文節の実体は単語だと考えていたことを示すものである。それは、ある音声連
続を文節と認めるためには、それぞれの音声的連続がどの部分が単語かを知ってはじめてそれ
が可能だと考えられるからである。すなわち、文節への分解は単語としての認識の結果にすぎ
ないのである。 
 なお、文節の機能性に関する検討において、筆記（2）（45－46 ページ）のようにその種類を
「体言ヲ中心トシタ文節」「用言ヲ中心トシタ文節」「副用言ヲ中心トシタ文節」のように分け
るのも文節が結局は単語に依拠していることを表している。つまり文節の機能の源泉はその中
核をなす単語の機能であり、その単語の識別なしには、実はその機能すらもとりだすことはで
きないのである。この点については、すでに鈴木泰 2007 にものべた。 
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 文節は実は単語であるとする立場からいうなら、第二種の活用形のようなものは語根や語基
などの形態素であるから、独立性がないのがむしろあたりまえのことと考えられる。橋本自身
も筆記（2）（15 ページ）では、やや消極的な姿勢をもうかがえるが、未来形や已然形や音便形
のあつかいについて、変更した場合にはそれらは語基のあつかいにして出しておけばいいとそ
の解決策まで積極的に示しているのは、後の橋本進吉とはおおちがいである。 
 また、筆記（2）（14 ページ）で、音便形の「書い、立っ、思っ、飛ん」などを、連用形の一
つとしてあつかうのは、これまでの日本における活用形の立て方の原則からすれば仕方のない
ことであることとしながらも、「ココニ於テ吾々ハ日本ノ活用形ヲタテタ原則ノ不自然サニ思ヒ
到ラザルヲ得ナイノデアル」といって、そうした原則の存在自体を疑問視しているところも注
目される。こうしたところからは、本筆記の段階では、橋本進吉は、第一の種類の場合だけを
活用形と認めるとりあつかいの方が理屈にあっていると考えていたように見えるのである。そ
れが、後の『国語法要説』のようなあつかいに変わるということは、従来のあつかいに対する
妥協という以外にはないであろう。鈴木重幸は、『国語法要説』の議論を、独立的な活用形と非
独立的な活用形を区別せず五十音図にのっとった活用のシステムに押し込めるものとして批判
するが、そうした四段活用論的な合理化が姿をみせていないという点で、本筆記の見解は国学
的な伝統的な文法論をのりこえる方向性をもっていたとすらいえるのである。 
 なお、筆記（2）（9 ページ）に示されるように、この時期に限らず橋本進吉の活用論では一
貫して、動詞の活用の記述を音素単位でおこなう長所を認めていることも、江戸以来の国学的
な伝統やそれにまいもどった後の学校文法をのりこえるものであると評される。 
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【筆記(1)正誤表】 
 誤 正 誤 正 
6 頁 24 行 音節ガ ⇒ 音節カラ 7 頁 18 行 言ワヌ ⇒ 言ハヌ 
11 頁 10 行 部分 ⇒ 成分 11 頁 17 行 関シテ ⇒ 関シテハ 
12 頁 5 行 直接ノ ⇒ 直接ニ 12 頁 11 行 ミルト ⇒ ミルニ 
12 頁 17 行 カヘラレヌ、 ⇒ カヘラレヌ。 12 頁 20 行 satz ⇒ Satz 
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14 頁 25 行 １．筆記ニ注番号ナシ 14 頁 30 行 来ル音。 ⇒ 来ル音、 
16 頁 13 行 独立セヨ ⇒ 独立セヌ 16 頁 31 行 ウルモノ。 ⇒ ウルモノ、 
17 頁 9 行 ニツイテ ⇒ ニツレテ 17 頁 13 行 カクシテ ⇒ カクテ 
17 頁 15 行 感ゼラレルル ⇒ 感ゼラレル 17 頁 32 行 有ツテ ⇒ 持ツテ 
18 頁 12 行 考エ方 ⇒ 考ヘ方 18 頁 20 行 日本文典 ⇒ 日本文典
ママ
 
18 頁 23 行 純粋 ⇒ 純粋ニ 18 頁 24 行 示ス ⇒ 示シ 
18 頁 32 行 アツテ ⇒ アツテ、 19 頁 3 行 取扱方ガ ⇒ 取扱方ハ 
20 頁 9 行 文節 ⇒ 分節 21 頁 12 行 各々 ⇒ 多ク 
22 頁 6 行 文定義 ⇒ 文ノ定義 22 頁 30 行 何所 ⇒ 何処 
23 頁 1 行 直接ニ ⇒ 直接ニハ 24 頁 12 行 ノデアル。 ⇒ ノデアリ、 
24 頁 18 行 用ヒラレル ⇒ 用ヒラレタ 24 頁 23 行 ヲギナフ ⇒ オギナフ 
24 頁 23 行 部分 ⇒ 場合 25 頁 12 行 マタ ⇒ ソノ中 
25 頁 14 行 カクアル ⇒ カクミル 25 頁 20 行 論） ⇒ 論）。 
25 頁 24 行 ホカ ⇒ 他 25 頁 32 行 無形 ⇒ 無形、 
26 頁 13 行 シ ナル ⇒ し ナル 26 頁 29 行 短小、 ⇒ 短小 
27 頁 5 行 静辞ト ⇒ 静辞ト、 27 頁 8 行 ナシテ ⇒ 以テ 
28 頁 1 行 安定 ⇒ 妥当 28 頁 9 行 自ラ ⇒ 自ラデ 
28 頁 11 行 ヨウニ ⇒ ヤウニ 28 頁 18 行 一語 ⇒ 一致 
28 頁 32 行 品詞的 ⇒ 品詞ノ 29 頁 16 行 副用言 ⇒ 副用語
ママ
 
30 頁 6 行 動詞。 ⇒ 動詞、 30 頁 20 行 イカン ⇒ ヰカン 
31 頁 9 行 モノ、 ⇒ モノ。 31 頁 18 行 アツテ ⇒ アツテ、 
32 頁 13 行 判断スル ⇒ 他ヲ判断スル 34 頁 2 行 決ツタ ⇒ 極ツタ 
34 頁 24 行 tung  kung  chung  ⇒ tung  kung  chung    time ⇒ time 
35 頁 21 行 デアル  ⇒ デアル。 36 頁 12 行 場合ニ、 ⇒ 場合ニハ 
37 頁 13 行 コトバ、 ⇒ コトバノ 40 頁 16 行 モツト ⇒ キソト 
40 頁 21 行 試シ ⇒ 試ミ 45 頁 1 行 結合かたさ ⇒ 結合のかたさ 
